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は
じ
め
に 

 

文
献
資
料
な
ど
か
ら
窺
え
な
い
こ
と
が
、
出
土
資
料
か
ら
判
明
す
る
こ
と
が
ま
ま

あ
る
。
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
資
料
か
ら
も
、
中
世
の
生
活
及
び
文
化
な
ど
に
つ
い

て
新
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
今
ま
で
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
木
の
葉
型
の
こ
ぎ
り

は
、
か
つ
て
絵
画
で
の
み
見
ら
れ
た
が
、
実
物
が
草
戸
千
軒
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
闘
茶
札
も
同
様
で
、
闘
茶
の
回
答
に
闘
茶
札
が
使
用
さ
れ
た
こ

と
は
文
献
資
料
に
は
現
れ
ず
、
闘
茶
札
の
現
存
例
と
し
て
は
、
伝
世
品
も
含
め
て
草

戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
も
の
が
唯
一
と
さ
れ
て
い
る
。 

室
町
時
代
の
飲
茶
に
は
、
寺
院
儀
式
に
由
来
す
る
茶
礼
（
古
式
な
喫
茶
儀
礼
）
と
、

賭
博
を
伴
う
こ
と
も
多
か
っ
た
遊
戯
性
の
高
い
闘
茶
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
茶
礼
は
い
く
つ
か
の
寺
院
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
闘
茶
は
、
千
宗
旦
が
禁

止
し
た
こ
と
も
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
中
世
以
来
の
闘
茶
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
十
八
世
紀
に
千
家

流
の
制
定
し
た
「
七
事
式
」
の
中
の
「
茶
カ
ブ
キ
」
と
し
て
集
成
さ
れ
た
と
す
る
説

が
あ
る
（
１
）

。 
 

し
か
し
、
利
休
時
代
よ
り
後
で
は
闘
茶
を
行
っ
た
記
録
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
た

「
七
事
式
」
ま
で
二
世
紀
も
の
時
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
の
闘
茶
の
内
容
が

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
「
七
事
式
」
の
「
茶
カ
ブ
キ
」
の
内
容
は
、

諸
資
料
か
ら
推
測
で
き
る
中
世
の
闘
茶
と
は
か
な
り
相
違
し
て
お
り
、
形
骸
化
し
た

も
の
、
あ
る
い
は
新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
の
希
少
さ
及
び
重
要
性
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
既
に
廃
絶
し
、
史
料
的
制
約
に
よ
り
不
明
の
こ
と
の
多
い
闘
茶

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
探
る
。 

さ
て
、
闘
茶
に
関
す
る
論
考
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。 

総
合
的
に
闘
茶
を
述
べ
た
も
の
に
、
筒
井
紘
一
氏
の
著
作
が
あ
る
（
２
）

。 
 

 

個
別
の
史
料
に
現
れ
る
闘
茶
に
つ
い
て
は
、
谷
晃
氏
が
『
喫
茶
往
来
』
に
つ
い
て
（
３
）

、

熊
倉
功
夫
氏
が
『
太
平
記
』
に
つ
い
て
（
４
）

、
熊
倉
功
夫
氏
と
筒
井
紘
一
氏
が
『
祇

園
執
行
日
記
』
に
つ
い
て
（
５
）

、
五
来
重
氏
が
『
元
興
寺
極
楽
坊
中
世
庶
民
信
仰
資

料
』
に
つ
い
て
（
６
）

論
じ
て
い
る
。 

 

闘
茶
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
神
津
朝
夫
氏
（
７
）

と
村
井
康
彦
氏
（
８
）

の
論

考
が
あ
る
。 

ま
た
、
萩
原
英
子
氏
が
闘
茶
の
和
様
化
に
つ
い
て
（
９
）

、
筒
井
紘
一
氏
が
闘
茶
と

僧
侶
の
関
係
に
つ
い
て
（
10  
）

、
永
島
福
太
郎
氏
は
闘
茶
会
と
夢
窓
国
師
に
つ
い
て
（
11  
）

、

野
地
修
正
氏
は
闘
茶
と
会
所
に
つ
い
て
（
12  
）

、
白
川
宗
源
氏
は
闘
茶
と
バ
サ
ラ
の
関

係
に
つ
い
て
（
13  
）

、
宍
戸
佳
織
氏
が
宋
代
の
茶
加
工
と
闘
茶
に
つ
い
て
（
14  
）

論
じ
て

闘
茶
に
つ
い
て 

―
闘
茶
札
と
文
献
資
料
か
ら
探
る
そ
の
具
体
像
― 

石 

橋 
 

健 

太 

郎 
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い
る
。
他
例
を
見
な
い
、
現
代
に
伝
わ
る
闘
茶
神
事
の
お
茶
講
を
紹
介
し
た
記
事
（
15  
）

も
参
考
と
な
る
。 

な
お
，
志
田
原
重
人
氏
及
び
下
津
間
康
夫
氏
，
そ
し
て
筆
者
が
草
戸
千
軒
町
遺
跡

出
土
の
闘
茶
札
に
つ
い
て
（
16  
）
（
17  
）
（
19  
）

下
津
間
康
夫
氏
及
び
筆
者
が
同
遺
跡
出
土

の
聞
香
札
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
（
18  
）
（
19  
）

。 

残
念
な
が
ら
、
関
係
資
料
を
網
羅
し
て
、
総
括
的
に
闘
茶
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

は
見
ら
れ
な
い
。
及
ば
ず
な
が
ら
、
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
本
稿
を
記
す
。 

 一 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
・
聞
香
札 

 

（
１
）
闘
茶
札
と
聞
香
札 

 

 

日
本
の
闘
茶
は
、
茶
を
飲
ん
で
香
り
や
味
か
ら
産
地
を
推
測
す
る
な
ど
し
て
、
複

数
の
茶
を
飲
み
分
け
て
勝
敗
を
競
う
遊
び
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
回
茶
」
、「
飲
茶
勝

負
」
、「
茶
寄
合
」
、「
茶
湯
勝
負
」
、「
貢
茶
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
組
香
は
、

複
数
の
香
木
を
炷
い
て
そ
の
香
り
を
聞
き
分
け
て
競
う
遊
び
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
闘
茶
や
組
香
に
お
い
て
、
参
加
者
は
自
ら
の
回
答
を
紙
や
木
札
に
記
し

て
提
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
木
札
を
使
用
す
る
も
の
が
、
闘
茶
札
や
聞
香
札
と
呼
ば

れ
る
。 

 

組
香
で
は
古
く
か
ら
聞
香
札
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
香
道
の
伝
書
か
ら
分
か

っ
て
い
る
。
組
香
は
室
町
時
代
に
創
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統
は

香
道
に
よ
っ
て
現
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
香
道
で
は
伝
書
や
口
伝
を
通
し
て

古
式
を
踏
襲
継
承
す
る
中
で
、
香
札
の
使
用
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
紙
が
貴
重
で
あ

っ
た
時
代
に
は
、
紙
を
素
材
と
す
る
記
紙
よ
り
も
、
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
木
製
札

が
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

闘
茶
に
つ
い
て
茶
道
の
伝
書
に
は
記
述
が
無
く
、
闘
茶
の
存
在
を
示
す
日
記
や
記

録
、
往
来
物
、
物
語
な
ど
の
わ
ず
か
な
文
献
資
料
に
も
、
闘
茶
札
の
存
在
を
窺
わ
せ

る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
闘
茶
札
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
は
、

出
土
品
の
闘
茶
札
の
み
で
あ
る
。 

 

（
２
）
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
闘
茶
札
と
推
定
さ
れ
る
も
の
と
、
聞
香
札
と

推
定
さ
れ
る
も
の
が
、
時
期
の
異
な
る
別
の
遺
構
か
ら
出
土
し
て
い
る
。 

 

闘
茶
札
と
想
定
さ
れ
る
も
の
は
、
二
十
七
及
び
二
十
八
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
東

西
三
十
一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
八
～
十
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
一
メ
ー
ト
ル
の
十
四

世
紀
中
頃
の
池
（
Ｓ
Ｇ
一
七
九
〇
・
一
七
九
一
）
か
ら
出
土
し
た
。
闘
茶
札
の
他
に

も
、
次
の
よ
う
な
豊
富
な
出
土
品
が
見
ら
れ
た
。 

土
製
品
に
は
、
土
師
質
土
器
を
は
じ
め
、
備
前
や
常
滑
、
瀬
戸
、
東
播
系
須
恵
器
、

中
国
産
の
青
磁
や
白
磁
、
緑
釉
陶
器
が
見
ら
れ
た
。
石
製
品
で
は
石
鍋
、
砥
石
、
骨

角
製
笄
、
藁
草
履
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
で
は
、
折
敷
、
杓
子
状
木
製
品
、

箸
状
木
製
品
、
曲
物
、
円
形
板
、
栓
、
漆
器
、
下
駄
、
草
履
状
木
製
品
、
柄
、
鞘
、

へ
ら
、
木
槌
、
人
形
、
舟
形
、
陽
物
、
羽
子
板
状
木
製
品
、
毬
杖
、
毬
、
木
像
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
木
簡
、
板
塔
婆
、
杮
経
も
出
土
し
て
い
る
。 

 
闘
茶
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
十
四
点
で
、
形
状
か
ら
長
札
（
Ａ
）
十
点
と
、
短

札
（
Ｂ
）
四
点
に
分
類
で
き
る
。 

別
に
、
短
札
（
Ｂ
）
の
形
状
で
、
両
面
共
に
「
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、

同
時
期
の
他
の
遺
構
（
Ｓ
Ｇ
二
六
四
〇
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
面
の 
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内
容
が
同
じ
で
あ
る
札
は
、
闘
茶
や
聞
香
の
回
答
用
の
札
と
し
て
は
考
え
難
い
の

で
、
こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。 

報
告
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
墨
書
木
札
が
闘
茶
札
と
判
断
さ
れ
た
根
拠
は
、
札

に
記
さ
れ
た
墨
書
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
墨
書
が
、
闘
茶
に
関
係
す
る
文
言
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。 

 

闘
茶
に
も
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
に
種
目
が
あ
る
。
例
え
ば
ト
ラ
ン
プ
・
カ
ー
ド
を
使

用
し
て
行
う
ゲ
ー
ム
、
「
バ
バ
抜
き
」
や
「
神
経
衰
弱
」
、
「
七
並
べ
」
な
ど
の
種

目
に
当
た
る
も
の
が
、
「
本
非
勝
負
」
や
「
十
種
茶
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
目
に

よ
っ
て
、
使
用
さ
れ
る
闘
茶
札
が
異
な
る
。 

 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
と
さ
れ
る
札
は
、
大
き
さ
に
よ
っ
て
次
の
二
種

類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

Ａ 

「
物
差
し
」
状
の
も
の
で
、
幅
に
比
し
て
長
さ
が
数
倍
も
長
い
も
の
で
あ
る
。

墨
書
は
不
分
明
な
部
分
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
本
非
」
「
都
鄙
」
「
新
古
」

「
一
二
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

Ｂ 

形
や
大
き
さ
が
将
棋
の
駒
に
近
い
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
「
客
」
「
二
」
の
墨
書

が
読
み
取
れ
る
も
の
と
、
何
も
読
み
取
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

Ａ
は
、
「
本
・
非
」
「
都
・
鄙
」
「
新
・
古
」
「
一
・
二
」
な
ど
の
二
種
類
の
お

茶
を
飲
み
分
け
る
勝
負
事
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
内
容
が
不
明
で
名

前
の
み
が
伝
わ
る
こ
れ
ら
の
茶
勝
負
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

 

Ｂ
は
、
室
町
時
代
以
来
の
伝
統
が
現
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
香
道
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
、
聞
香
札
（
香
札
・
十
種
香
札
）
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
聞
香
札
は
、
香

道
で
組
香
が
催
さ
れ
る
時
に
、
香
を
聞
く
参
加
者
が
、
回
答
を
提
出
す
る
た
め
に
使

用
す
る
も
の
で
あ
る
。
聞
香
札
の
最
も
一
般
的
な
も
の
が
、
十
種
香
と
呼
ば
れ
る
組

香
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
「
十
種
香
札
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
十
種
香
は
、
三
種
の

香
（
一
・
二
・
三
）
が
各
三
包
と
一
種
の
香
（
客
）
が
一
包
で
、
合
計
十
包
が
用
意

さ
れ
る
。
初
め
に
回
答
者
が
三
種
の
香
の
香
り
を
試
み
て
覚
え
た
後
、
先
の
十
包
が

順
不
同
で
出
題
さ
れ
、
そ
の
順
番
を
一
・
二
・
三
・
客
で
回
答
す
る
も
の
で
あ
る
。 

聞
香
札
に
は
、
一
面
に
参
加
者
を
区
別
す
る
た
め
の
仮
名
に
当
た
る
文
様
が
描
か

れ
、
も
う
一
面
に
は
一
・
二
・
三
・
ウ
（
客
）
の
文
字
が
記
さ
れ
る
。
一
人
分
が
十

枚
で
、
一
・
二
・
三
の
札
そ
れ
ぞ
れ
三
枚
ず
つ
と
、
ウ
（
客
）
の
札
一
枚
で
構
成
さ

れ
る
。
一
人
前
一
組
が
通
常
十
セ
ッ
ト
、
十
組
十
人
前
で
一
揃
え
と
さ
れ
る
。 

Ｂ
の
「
二
」
や
「
客
」
の
墨
書
は
、
現
行
の
聞
香
札
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
十
種
香
と
構
造
が
同
じ
で
あ
る
十
種
茶
（
四
種
の
お
茶
を
飲
み
分
け
る
勝
負
事
。 

長さ 幅 厚さ

1 本　【非】／おしめ　 △101 18 2

2 尤可為本望哉　本 133 17 2

3 二　一 66 18 3

8 本 △74 18 2

9 本 △124 18 2

10 本　【非】 112 20 2

11 本　【非】 △197 28 3

12 二　一 98 17 3

13 都　【鄙】 170 27 1

14 古　【新】 222 △35 2

※【　】は未確定　　※△は完形ではない。

長さ 幅 厚さ

4 二 37 17 2

5 二 48 21 2

6 □ 46 19 3

7 客 35 18 2

第１・２表　草戸千軒町遺跡出土の闘茶札とされる墨書木札一覧表

第１表　Ａ（長札）

第２表　Ｂ（短札）

文字 用途 出土遺構
法量（㎜）

闘茶札

ＳＧ1790

聞香札

or

闘茶札

ＳＧ1791

ＳＧ1791

文字
法量（㎜）

用途 出土遺構
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第１図 闘茶札と考えられている出土木簡類実測図 １ 

1 

4 

3 

5 6 

7 

2 

9 8 
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詳
細
は
後
述
。）
で
使
用
さ
れ
た
と
同
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
，
組
香
と
闘

茶
で
共
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
聞
香
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。 

 

（
３
）
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
聞
香
札 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
か
ら
は
、
第
三
表
の
よ
う
な
聞
香
札
と
さ
れ
る
も
の
も
出
土
し

て
い
る
。
第
四
十
三
次
で
検
出
さ
れ
た
径
一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
石
組
井
戸
（
Ｓ
Ｅ
四

七
二
〇
）
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
頃
に
埋

め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
豊
富
な
出
土
品
が
見
ら
れ
る
。 

土
製
品
で
は
、
土
師
質
土
器
を
は
じ
め
、
瓦
質
土
器
や
備
前
、
常
滑
、
瀬
戸
、
亀

山
、
東
播
系
須
恵
器
の
他
、
中
国
産
青
磁
、
青
白
磁
、
染
付
、
瓦
、
壁
土
が
、
鉄
製

品
で
は
、
鉄
鍋
、
鉄
製
蓋
、
鉄
製
小
札
、
銅
製
小
柄
、
石
製
品
で
は
砥
石
が
出
土
し  

           

第２図 闘茶札と考えられている出土木簡類実測図 ２ 

文字
長

（㎜）
幅

（㎜）
厚

（㎜）
用途

出土遺
構

15 一 36 △16 2

16 二 34 19 2.5

17 三 △23 △17 2

18 【二】□ 37 18 2

19 ウ／□ 36 △11 2

20 一／すま 34 20 2.5

21 一／はゝきゝ 34 20 2.5

22 【一】  ／あふひ 40 △12 2

23 二／あふひ 37 21 3

24 二／わかな 34 18 2

25 □／　わかな 41 17 3

26 □／□の 39 18 1.5

27 二／□ 42 17 1.5

28
「三」もしくは「一」

／
「四」もしくは「山」

44 △18 2

※【　】は未確定　　※△は完形ではない。

聞香札
or

闘茶札
ＳＥ4720

第３表 草戸千軒町遺跡出土の聞香札とされる墨書木札一覧表 

12 

13 

14 
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第３図 闘茶札と考えられている出土木簡類実測図 ３ 

※実測図面は、広島県立歴史博物館『草戸木簡集成３』草戸千軒町遺跡調査研究報告６広島県立歴史博物館 2004 から引用。 
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縦 横 高さ

1 三○【四】 93 19.5 3

2 客・客 169 44 3.5

3 □□＼□□ 86.2 14.1 3.2 十三湊遺跡　　 14～16世紀 青森県五所川原市十三通行道 闘茶札

4 三＼嶋 45 25 3 赤堀城跡 14～16世紀 三重県四日市市城西町 闘茶札

5 二 44.5 23 2 干沢城下町遺跡 14世紀後半～15世紀前半 長野県茅野市大字宮川字安国寺 闘茶札

6 客 50 20 3 闘茶札

7 　二三＼一四 56 54 3 ？（着座を決めるものか）

8 二・一＼ウ　 30 16.2 1

9 信重・信 105 17.2 7

10 うゐかふり＼花　 40 △25 5 吉川元春館跡 16世紀後半 広島県山県郡北広島町志路原字海応寺 聞香札

11 花＼ラ 53 15 1

12 春＼一 40 19 1

13 秋＼一 37 18 1

14 秋＼二 36 18 1

15 秋＼ウ　 32 22 4

16 花＼叶 △38 16 1

17 □（天カ） 35 △11 2

18 地 30 20 2

19 地 36 △11 1

20 人 24 18 1.5

21 秋＼一 37 18 1

22 □（らカ）＼□（せカ） △37 22 1

23 □ 40 △10.5 1

24 一＼一 30 27 3 宮内堀脇遺跡 戦国時代 兵庫県出石郡出石町宮内字堀脇 闘茶や聞香

25 　ウ＼取 37 13 1 平城京左京三条三坊三坪 ～桃山時代 奈良県奈良市大宮町七丁目 言及なし

26 叶＼□□□□ 47 32 3 闘茶札

27 十一＼十一 38 21 2 ？

28 秋＼一 42 35 2

29 鶴＼一 43 35 2

30 春＼二 43 34 3

31 喜＼三 43 33 3

32 □＼二 43 34 2

33 鳥＼一 43 35 3

34 風＼ウ 43 34 3

35 夏＼一 42 34 3

36 秋＼三 44 35 3

37 桜＼一 42 35 2

38 □□ 42 34 3

39 □□ 43 33 3

40 冬＼□ 43 34 3

41 鶴 43 34 3

42 □＼二 41 35 3

43 朴＼□ 42 33 3

44 □□ 42 21 3

45 □□ 43 23 3

46 □□ 42 23 2

47 十三＼十三 38 19 2

48 五 37 19 2

49 十六＼十六 37 18 2

50 十五＼十五 37 19 2

51 六＼六 37 19 2

52 十二 37 19 2

53 十七 37 19 2

54 一・二 81 20 0.5 御舘遺跡 不明 石川県羽咋郡押水町小川 闘茶札

※奈良文化財研究所のデータベース『木簡庫』から著者が作成　※備考欄へは，『木簡研究』あるいは報告書において，どのように分類されているかを記した。

所在地 備考墨書内容
法量（㎜）

遺跡名 時代

瑞巌寺境内遺跡 15世紀後半 宮城県宮城郡松島町松島　

一乗谷朝倉遺跡 戦国時代 福井県福井市城戸ノ内町 聞香札

聞香札

闘茶札

　汐留遺跡 近世 東京都港区東新橋一丁目

鶴ヶ岡城跡
(二の丸南辺地点)

近世 山形県鶴岡市馬場町

亀ヶ崎城跡 16世紀前半～17世紀初頭 山形県酒田市亀ヶ崎

大楯遺跡 鎌倉時代 山形県鮑海郡遊佐町大字小原田大楯･大槻 言及なし

闘茶札

 
第４表 闘茶札・聞香札とされる墨書木札の全国出土一覧 
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た
。
木
製
品
で
は
、
折
敷
、
杓
子
状
木
製
品
、
箸
状
木
製
品
、
曲
げ
物
、
桶
側
板
、

円
形
板
、
漆
器
、
横
櫛
、
浮
子
、
羽
子
板
状
木
製
品
、
毬
杖
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
と
と
も
に
、
聞
香
札
と
考
え
ら
れ
て
い
る
木
札
十
四
点
と
断
片
一
点
が
出

土
し
た
。 
こ
れ
ら
の
木
札
の
形
状
は
、
Ｂ
（
短
札
）
に
分
類
で
き
る
。
な
お
、
参

加
者
を
区
別
す
る
た
め
の
仮
名
と
し
て
、
源
氏
物
語
の
巻
名
で
あ
る
「
須
磨
」
「
葵
」

「
若
菜
」
「
帚
木
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
特
に
興
味
深
い
（
18  
）
（
19  
）
（
20  
）

。 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
聞
香
札
と
さ
れ
る
も
の
と
同
形
式
の
木
札
は
、
全
国
の

い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
或
い
は
『
木
簡
研
究
』
で
紹
介
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
Ｂ
（
短
札
）
に
類
似

の
形
状
を
も
つ
。 

 

こ
れ
ら
全
国
の
出
土
例
に
お
い
て
、
両
面
に
墨
書
が
あ
り
、
な
お
か
つ
，
そ
の
片

面
の
墨
書
が
「
一
」
「
二
」
「
三
」
「
ウ
（
客
）
」
で
あ
る
も
の
は
、
現
在
も
使
用

さ
れ
る
聞
香
札
（
十
種
香
札
）
と
同
形
式
で
あ
る
。
数
字
が
回
答
で
あ
り
、
も
う
一

方
の
墨
書
が
、
複
数
の
参
加
者
を
区
別
す
る
た
め
の
仮
名
あ
る
い
は
符
号
で
あ
る
。

「
取
」
「
秋
」
「
藤
」
「
花
」
「
春
」
「
秋
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 

一
面
の
墨
書
し
か
読
み
取
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
「
地
」
あ
る
い
は
「
人
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、
天
・
地
・
人
で
回
答

す
る
か
、
あ
る
い
は
参
加
者
を
区
別
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
一
面
の

墨
書
が
「
花
」
も
う
一
面
が
「
叶
」
の
札
は
、
「
花
」
が
参
加
者
を
区
別
す
る
仮
名

で
、
「
叶
」
は
回
答
が
全
て
正
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

香
道
で
は
、
問
題
に
全
て
正
解
し
た
場
合
に
「
叶
」
と
記
す
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
、
Ｂ
の
札
と
全
国
の
出
土
札
は
、
香
道
に
お
け
る
聞
香
札
（
十
種
香
札
）
と

同
様
の
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
十
種
茶
や
十
種
香
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
Ｂ
の
札
は
、
闘
茶
札
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
Ａ
の
札
と
共
に

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
闘
茶
札
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
香
道
の
聞
香
札
と

同
形
式
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
闘
茶
札
と
断
定
す
る
に
は
躊
躇
が
あ
る
。
Ｂ
と

同
形
式
の
全
国
の
出
土
札
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
調
査
報
告
書
や
『
木
簡

研
究
』
の
解
説
に
お
い
て
、
根
拠
を
明
示
せ
ず
「
闘
茶
札
」
或
い
は
「
聞
香
札
」
、

「
不
明
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

（
４
）
草
戸
千
軒
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
闘
茶
札
の
特
異
性 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
Ａ
の
特
異
性
は
、
全
国
の
出
土
例
と
比
較
す
る
と
よ
り

際
立
つ
。「
本
非
」
、「
都
鄙
」
、「
新
古
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、
他
に
例
が
無
い
。

ま
た
、
形
状
も
現
行
の
聞
香
札
と
類
似
す
る
Ｂ
と
は
異
な
り
、
類
似
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
無
い
。 

後
述
す
る
が
、
闘
茶
の
中
に
「
本
非
」
、「
都
鄙
」
の
茶
勝
負
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
文
献
資
料
か
ら
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
Ａ
の
札
が
闘
茶
札
で
あ
る

と
特
定
で
き
る
の
で
あ
る
。 

闘
茶
は
既
に
廃
絶
し
、
茶
道
伝
書
等
の
文
献
資
料
に
も
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
が

無
く
、
道
具
も
伝
世
し
て
い
な
い
の
で
、
闘
茶
で
札
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
未

知
で
あ
っ
た
。 

Ａ
の
闘
茶
札
が
唯
一
明
ら
か
な
闘
茶
道
具
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
闘
茶
に
お
い
て

こ
の
札
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
他
に
ど
の
よ
う
な
道
具
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た

進
行
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
詳
ら
か
で
な
い
。

闘
茶
に
お
け
る
札
の
使
用
に
つ
い
て
は
文
献
に
記
述
が
無
く
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出

土
の
闘
茶
札
が
唯
一
の
証
左
と
な
る
。 
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現
行
の
聞
香
札
と
同
形
式
の
Ｂ
の
使
用
法
は
、
聞
香
札
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
Ａ
の
形
状
や
形
式
は
、
Ｂ
と
比
較
し
て
特
異
で
あ
り
、
使
用
法
も
ま
た
独
特

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

Ｂ
は
一
枚
に
一
つ
の
回
答
し
か
付
し
て
い
な
い
が
、
Ａ
は
一
枚
の
両
端
に
一
つ
ず

つ
逆
向
き
に
、
計
二
つ
の
回
答
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
回

答
者
は
ど
ち
ら
か
一
方
の
答
え
を
選
ん
で
、
他
者
へ
札
の
一
方
を
示
し
て
回
答
し
た

も
の
と
想
定
で
き
る
。
「
本
か
非
か
」
「
都
か
鄙
か
」
「
新
か
古
か
」
二
者
択
一
で

あ
る
。 

Ｂ
が
「
一
」
「
二
」
「
三
」
「
ウ
（
客
）
」
の
四
つ
の
選
択
肢
か
ら
回
答
す
る
の

に
対
し
て
、
Ａ
は
「
本
非
」
あ
る
い
は
「
都
鄙
」
、
「
新
古
」
の
各
々
二
つ
の
選
択

肢
か
ら
回
答
す
る
。
Ｂ
は
４
種
の
札
を
使
い
分
け
て
回
答
す
る
の
に
対
し
て
、
Ａ
は

札
た
だ
一
枚
の
使
用
で
回
答
が
完
結
す
る
の
で
あ
る
。 

Ａ
の
よ
う
な
札
の
使
用
法
に
つ
い
て
、
神
津
朝
夫
氏
は
「
各
人
が
一
斉
に
そ
の
一

端
を
無
言
で
執
筆
に
示
す
た
め
の
も
の
」
と
想
像
か
ら
記
す
が
（
２
）

、
一
斉
な
の
か
、

無
言
な
の
か
、
成
績
を
記
録
す
る
執
筆
に
示
し
た
の
か
、
文
献
に
記
述
が
無
い
の
で

そ
の
根
拠
は
な
い
。
ま
た
神
津
氏
は
、
闘
茶
札
が
本
非
と
両
端
に
記
さ
れ
る
札
か
ら
、

十
枚
一
組
の
札
へ
変
化
し
た
と
主
張
す
る
。
本
非
十
種
茶
に
お
い
て
、
本
非
と
記
す

「
闘
茶
札
」
を
使
用
し
て
回
答
す
る
場
合
、
本
茶
・
非
茶
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
ず
つ
出
題

さ
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
答
者
が
誤
っ
て
両
者
を
五
つ
ず
つ
回
答
し
な
い
こ

と
が
起
こ
る
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
闘
茶
札
が
十
枚
の
小
札
を
使
う
も
の
へ

と
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
「
本
」
や
「
非
」
の
一
字
だ
け
が
墨
書
さ
れ
た
木
札
が
出
土

し
て
も
良
い
は
ず
だ
か
、
回
答
が
一
字
の
も
の
は
、
全
て
数
字
か
ウ
（
客
）
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
回
答
者
が
本
非
の
比
率
を
誤
る
か
ら
十
枚
に
変
化
し
た
と
い
う
よ

り
、
飲
み
当
て
る
対
象
と
し
て
の
茶
の
種
類
が
、
本
非
や
都
鄙
な
ど
の
二
種
類
で
は

な
く
、
三
種
以
上
に
増
や
さ
れ
た
結
果
、
札
一
枚
で
は
示
し
に
く
く
な
り
、
一
種
一

枚
の
個
別
の
札
に
な
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
表
に
掲
載
し
た
大
楯
遺
跡
出
土
の
札
は
、
Ａ
（
長
札
）
の
形
式
で
両
端
に

三
・
（
四
）
と
墨
書
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
四
種
の
茶
或
い
は
香
を
区
別
し
回
答
す

る
の
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
茶
や
香
の
種
類
が
三
種
以
上
に

増
え
て
も
、
長
札
を
使
用
し
た
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
札
形
式
の
変
遷
は
な
お

検
討
を
要
す
る
。 

ま
た
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
同
じ
遺
構
か
ら
、
一
本
に
二
つ
の
回
答
を
記
す
形
式

と
、
一
枚
に
一
つ
の
回
答
の
み
を
記
す
形
式
の
両
方
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
形
式
が
併
存
し
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
、
特
に
Ａ
（
長
札
）
の
も
の
は
、
伝
世
品
・
出

土
品
を
含
め
他
に
例
の
無
い
希
少
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
重
要
性
を
こ
こ
で
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

全
国
の
出
土
例
の
表
を
見
る
と
、
８
と
９
の
亀
ヶ
崎
城
跡
の
も
の
と
54
の
御
舘
遺

跡
の
も
の
は
、
一
面
に
二
つ
の
回
答
が
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
の
札
の
形
式
に
分
類
で

き
る
が
、
そ
の
墨
書
は
「
本
非
」
な
ど
闘
茶
特
有
の
文
言
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
闘

茶
札
と
は
断
定
で
き
な
い
。 

こ
こ
で
、
一
本
に
二
つ
の
回
答
が
記
さ
れ
る
Ａ
の
よ
う
な
長
札
は
、
闘
茶
札
特
有

の
形
式
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
想
起
し
た
が
、
そ
の
立
証
に
は
証
拠
と
な
る
材
料
の

新
出
が
待
た
れ
る
。 
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二 

闘
茶
と
は 

 

次
に
、
文
献
史
料
か
ら
闘
茶
の
具
体
像
を
探
り
た
い
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
闘
茶
は
遅
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
中
国
の
闘
茶
が
宋
代
特
有
の
流
行
現
象
と
し
て
元
代
に
は
衰
退
し
た
よ
う
に
、

日
本
の
闘
茶
も
室
町
時
代
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
で
闘
茶
に
関
す
る
史
料
が

豊
富
で
は
な
い
よ
う
に
、
日
本
の
闘
茶
関
係
史
料
も
乏
し
い
。 

実
物
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
の
み
で
あ
る
。
ま

た
文
献
資
料
も
僅
少
で
、
闘
茶
に
つ
い
て
当
然
触
れ
て
然
る
べ
き
茶
道
の
伝
書
に
、

闘
茶
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
十
八
世
紀
に
千
家
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
七

事
式
」
の
「
茶
カ
ブ
キ
」
は
、
中
世
の
闘
茶
を
継
承
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
史

料
が
示
す
中
世
闘
茶
の
内
容
と
は
か
な
り
の
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
、
あ
ま
り
参
考

に
な
ら
な
い
。 

そ
こ
で
ま
ず
、
室
町
時
代
の
軍
記
物
や
往
来
物
、
記
録
集
、
あ
る
い
は
記
録
紙

（
闘
茶
の
成
績
表
）
か
ら
闘
茶
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
し
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
具
体
像
の
探
求
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
紙
面
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

稿
で
は
『
花
園
天
皇
宸
記
』
、
「
二
条
河
原
落
書
」
、
『
太
平
記
』
、
『
師
守
記
』

の
検
討
に
留
め
、
他
の
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。 

 

（
１
）
日
本
の
闘
茶
が
窺
え
る
資
料 

 

ａ
『
花
園
天
皇
宸
記
』 

 

白
川
宗
源
氏
は
、
闘
茶
の
初
見
に
つ
い
て
『
花
園
天
皇
宸
記
』
の
正
慶
元
年
（
一

三
三
二
）
の
記
事
と
、
『
太
平
記
』
の
第
七
巻
「
千
劔
破
城
軍
事
」
の
記
事
を
挙
げ

る
（
13  
）

。 

ま
た
、
『
建
武
年
間
記
』
（
建
武
二
年 

〔
一
三
三
五
〕
頃
成
立
）
も
早

い
時
期
の
記
録
で
あ
る
。 

 

『
花
園
天
皇
宸
記
』
の
記
事
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

晴
、
資
名
卿
（
日
野
）
・
頼
定
卿
（
冷
泉
）
已
下
少
〃
近
臣
等
祗
候
、
有
飲
茶

勝
負
、
被
出
懸
者
、
知
茶
之
異
也
、
實
継
朝
臣
（
三
條
）
・
兼
什
法
印
各
一
度

勝
之
、
給
懸
物
、
其
後
小
一
献
、
公
秀
卿
（
三
條
）
参
、
頼
定
卿
包
丁
、
又
有

勝
負
、
孔
子
分
方
、
可
調
絵
一
巻
之
由
被
定
之
、
（
正
慶
元
年
〔
一
三
三
二
〕

六
月
五
日
条
） 

 

 

花
園
天
皇
が
、
日
野
資
名
や
冷
泉
頼
定
な
ど
の
近
臣
と
懸
物
を
伴
っ
た
飲
茶
勝
負
、

つ
ま
り
闘
茶
を
催
し
て
い
る
。 

 

「
飲
茶
勝
負
」
を
「
知
茶
之
異
也
」
と
説
明
し
て
お
り
、
出
題
さ
れ
る
複
数
の
茶

に
つ
い
て
種
類
の
異
同
を
当
て
競
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
非
茶
勝
負
や

都
鄙
茶
勝
負
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
闘
茶
で
あ
っ
た
の
か
は
窺
え
な
い
。 

一
勝
負
を
終
え
て
簡
単
な
酒
宴
を
催
し
て
い
る
。
続
い
て
行
わ
れ
た
「
頼
定
卿
包

丁
」
と
は
、
冷
泉
頼
定
が
「
包
丁
式
」
を
披
露
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
包
丁
式
」
が

終
わ
る
と
再
び
闘
茶
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
孔
子
分
方
」
と
は
、
籤
で
グ
ル
ー
プ
を

分
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勝
負
で
負
け
た
グ
ル
ー
プ
が
、
絵
巻
一
巻
を
作
成
す
る
こ

と
と
決
め
て
い
る
。
他
記
録
の
闘
茶
記
事
で
は
、
そ
の
場
で
懸
物
が
や
り
取
り
さ
れ

る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
絵
巻
の
作
成
を
担
当
す
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。 
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ｂ
「
二
条
河
原
落
書
」 

 
「
二
条
河
原
落
書
」
は
、
『
建
武
年
間
記
』
（
建
武
年
間
〔
一
三
三
四
ー
三
八
〕

頃
成
立
。
別
名
に
『
建
武
二
年
記
』
が
あ
り
、
建
武
二
年
〔
一
三
三
五
〕
頃
の
作
と

も
い
わ
れ
る
。
）
の
中
に
記
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
落
首
は
闘
茶
の
一
種
で

あ
る
十
種
茶
を
、
「
婆
佐
羅
」
（
バ
サ
ラ
）
の
世
相
の
中
の
一
流
行
現
象
と
捉
え
、

連
歌
や
田
楽
、
組
香
と
と
も
に
批
判
的
に
挙
げ
る
（
２
）

。 

  
 

京
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ
ゼ
テ 
一
座
ソ
ロ
ハ
ヌ
エ
セ
連
歌 

在
々
所
々
ノ
歌
連
歌 

点
者
ニ
ナ
ラ
ヌ
人
ゾ
ナ
キ 

譜
代
非
成
ノ
差
別
ナ
ク 

自
由
狼
藉
世
界
也 

犬

田
楽
ハ
関
東
ノ 

ホ
ロ
ブ
ル
物
ト
云
ナ
ガ
ラ 

田
楽
ハ
ナ
オ
ハ
ヤ
ル
ナ
リ 

茶

香
十
炷
ノ
寄
合
モ 

鎌
倉
釣
ニ
有
鹿
ト 
都
ハ
イ
ト
ゝ
倍
増
ス
（
以
下
筆
者
傍

線
）
（
21  
） 

 

こ
の
落
書
が
取
り
上
げ
る
「
茶
香
十
炷
ノ
寄
合
」
と
は
、「
十
炷
香
」（
十
種
香
）（
22  
）

と
「
十
種
茶
」
の
こ
と
で
あ
る
。
建
武
年
間
（
一
三
三
四
ー
三
八
）
に
は
既
に
、
茶

（
闘
茶
）
と
香
（
組
香
）
の
両
者
が
同
時
に
流
行
し
て
お
り
、
同
形
式
の
「
十
炷
香
」

と
「
十
種
茶
」
が
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
て
世
相
が
ま
だ
混
乱
す
る
中
、
現
世
謳
歌
の
奢
侈
な
風
潮
が

蔓
延
し
た
。
混
乱
の
中
、
埓
外
・
破
格
な
風
流
の
表
現
が
流
行
し
、
そ
れ
が
婆
佐
羅

と
呼
ば
れ
た
。
『
建
武
式
目
条
々
』
は
「
近
日
号
婆
佐
羅
専
好
過
差
、
綾
羅
錦
繍
・

精
好
、
銀
剣
、
風
流
服
飾
、
無
不
驚
目
、
頗
可
謂
物
狂
歟
」
と
記
し
た
。
婆
佐
羅
は
、

贅
沢
を
好
み
、
綾
羅
錦
繍
や
精
好
、
銀
剣
、
風
流
の
服
飾
な
ど
の
贅
沢
品
を
身
に
付

け
て
、
見
る
人
を
驚
か
せ
る
「
物
狂
い
」
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
婆
佐
羅
を
好
ん
だ
人
た
ち
の
間
で
、
懸
物
を
伴
う
闘
茶
が
流
行
し
て
い
た
。

『
建
武
式
目
条
々
』
は
「
群
飲
佚
遊
を
制
せ
ら
る
べ
き
事
」
の
一
項
目
を
挙
げ
、
闘

茶
会
も
こ
の
群
飲
佚
遊
の
中
に
位
置
付
け
戒
め
た
が
、
流
行
は
そ
の
後
も
続
い
た
。 

「
茶
香
十
炷
ノ
寄
合
モ 

鎌
倉
釣
ニ
有
鹿
ト
」
の
「
鎌
倉
釣
」
に
注
目
し
て
み

た
い
。 

 

後
で
触
れ
る
が
、
闘
茶
に
「
三
種
釣
茶
」
が
あ
る
。
そ
の
「
釣
茶
」
と
は
お
そ
ら

く
「
茶
を
釣
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
包
み
の
中
か
ら
無
作
為
に
、
包
を
選
び

出
し
釣
り
取
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。

 

「
鎌
倉
釣
」
は
、
こ
の
「
釣
茶
」
の
方
式
が
鎌
倉
風
・
武
家
風
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
闘
茶
の
方
式
や
釣
茶
の
仕
方
に
、
京

風
と
鎌
倉
風
が
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
京
童
が
武
家
風
を
、
ひ
い
て
は
武
士

を
揶
揄
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
「
落
書
」
に
、
次
の
よ
う
な
現
代
語
訳
が
あ
る
（
23  
）

。 

 

京
風
・
鎌
倉
風
が
、
混
ざ
り
合
っ
て
、
一
座
が
バ
ラ
バ
ラ
で
怪
し
げ
な
連
歌
の

会
。
そ
こ
こ
こ
で
連
歌
会
が
開
か
れ
る
が
、
点
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
ば
か
り

で
採
点
基
準
も
あ
や
し
い
。
旧
家
新
興
の
区
別
な
く
、
な
ん
で
も
あ
り
の
世
界

と
な
っ
て
い
る
。
闘
犬
と
田
楽
は
昔
か
ら
関
東
の
も
の
で
あ
る
が
、
田
楽
は
今

も
大
流
行
り
し
て
い
る
。
茶
香
十
炷
の
寄
合
も
、
鎌
倉
以
来
の
も
の
で
あ
る
が

都
で
も
非
常
に
流
行
っ
て
い
る
。 

 こ
こ
で
は
「
「
鎌
倉
釣
ニ
有
鹿
ト
」
が
「
鎌
倉
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
」
と
訳
さ

れ
て
、
十
炷
香
や
十
種
茶
が
鎌
倉
あ
る
い
は
鎌
倉
武
士
に
由
来
す
る
と
い
う
意
に
解
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さ
れ
て
い
る
。 

 
前
文
を
含
め
た
文
脈
か
ら
検
証
し
て
み
る
と
、
「
関
東
由
来
の
も
の
」
と
し
て
挙

げ
た
闘
犬
と
田
楽
の
後
に
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
茶
香
十
炷
の
寄
合
」
も

鎌
倉
由
来
の
も
の
と
し
て
、
「
落
書
」
の
作
者
は
捉
え
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。 

 

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
鎌
倉
時
代
に
鎌
倉
の
武
士
た
ち
が
闘
茶
を
行
っ
て
い
た
形

跡
は
、
一
次
資
料
か
ら
は
窺
え
な
い
（
１
）

。「
金
沢
文
庫
文
書
」
に
闘
茶
の
存
在
を
窺

わ
せ
る
史
料
が
な
い
こ
と
か
ら
、
金
沢
貞
顕
（
一
二
七
八
～
一
三
三
三
）
周
辺
で
は

闘
茶
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
闘
茶
は
南
北
朝
期
の
武
士
ら
を
中
心
と
し
て

創
始
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

ｃ
『
太
平
記
』 

 

 

『
太
平
記
』
は
、
一
三
三
〇
年
頃
か
ら
段
階
的
に
書
き
継
が
れ
、
最
終
的
に
現
存

の
四
十
巻
本
が
成
立
し
た
の
は
一
三
八
〇
年
代
以
降
と
さ
れ
る
（
24  
）

。た
と
え
時
代
の

雰
囲
気
は
良
く
伝
え
て
い
る
と
し
て
も
、
架
空
や
誇
張
の
表
現
に
満
ち
た
物
語
で
あ

り
、
五
十
年
に
及
ぶ
時
を
経
て
創
作
さ
れ
た
文
学
作
品
な
の
で
、
内
容
を
史
実
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
描
か
れ
る
幾
つ
か
の
闘
茶
の
場
面

か
ら
は
、
当
時
の
闘
茶
の
雰
囲
気
を
捉
え
る
に
留
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

最
初
に
闘
茶
が
現
れ
る
の
は
、
第
七
巻
「
千
劔
破
城
軍
事
」
に
お
い
て
で
あ
る
。 

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
出
来
事
と
さ
れ
る
、
鎌
倉
幕
府
軍
と
千
早
城
に
立
て
こ

も
る
楠
木
正
成
と
の
間
の
攻
防
を
描
写
し
た
一
場
面
で
あ
る
。 

  
 

大
将
ノ
下
知
ニ
随
テ
、
軍
勢
皆
群
ヲ
止
ケ
レ
バ
、
慰
ム
方
ヤ
無
リ
ケ
ン
、
或
ハ

碁
・
双
六
ヲ
打
テ
日
ヲ
過
シ
、
或
ハ
百
服
茶
・
褒
貶
ノ
歌
合
ナ
ン
ド
ヲ
翫
デ
夜

ヲ
明
ス
（
25  
）

。 

  

千
早
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
た
鎌
倉
幕
府
軍
は
、
攻
撃
を
兵
糧
攻
め
に
切
り
替
え
る
と
、

幕
府
軍
の
武
士
ら
は
手
持
無
沙
汰
で
、
碁
や
双
六
、
百
服
茶
、
歌
合
に
興
じ
た
と
述

べ
る
。
戦
場
で
の
闘
茶
の
記
事
は
珍
し
い
が
、
そ
の
内
容
ま
で
は
窺
え
な
い
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
当
時
の
闘
茶
会
は
唐
物
尽
く
し
の
奢
侈
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
屋

外
で
後
の
茶
の
湯
の
野
点
の
よ
う
な
素
朴
な
闘
茶
も
行
わ
れ
た
た
か
も
知
れ
な
い
。 

 

第
三
十
三
巻
の
「
公
家
武
家
栄
枯
易
地
事
」
で
は
佐
々
木
導
誉
の
闘
茶
会
を
描
写

す
る
。 

 

又
都
に
は
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
々
誉
始
と
し
て
、
在
京
の
大
名
、
衆
を
結
で
茶

の
会
を
始
め
、
日
々
寄
合
活
計
を
尽
す
に
、
異
国
本
朝
の
重
宝
を
集
め
、
百
座
の

粧
を
し
て
、
皆
曲
彔
の
上
に
豹
・
虎
の
皮
を
布
き
、
思
々
の
段
子
金
襴
を
裁
き
て
、

四
主
頭
の
座
に
列
を
な
し
て
並
居
た
れ
ば
、
只
百
福
荘
厳
の
床
の
上
に
、
千
仏
の

光
を
双
て
坐
し
給
へ
る
に
不
異
。
異
国
の
諸
侯
は
遊
宴
を
な
す
時
、
食
膳
方
丈
と

て
、
座
の
囲
四
方
一
丈
に
珍
物
を
備
ふ
な
れ
ば
、
其
に
不
可
劣
と
て
、
面
五
尺
の

折
敷
に
十
番
の
斎
羹
・
点
心
百
種
・
五
味
の
魚
鳥
・
甘
酸
苦
辛
の
菓
子
共
、
色
々

様
々
居
双
べ
た
り
。
飯
後
に
旨
酒
三
献
過
て
、
茶
の
懸
物
に
百
物
、
百
の
外
に
又

前
引
の
置
物
を
し
け
る
に
、
初
度
の
頭
人
は
、
奥
染
物
各
百
充
六
十
三
人
が
前
に

積
む
。
第
二
度
の
頭
人
は
、
色
々
の
小
袖
十
重
充
置
。
三
番
の
頭
人
は
、
沈
の
ほ

た
百
両
宛
、
麝
香
の
臍
三
充
副
て
置
。
四
番
の
頭
人
は
沙
金
百
両
宛
金
糸
花
の
盆
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に
入
て
置
。
五
番
の
頭
人
は
、
只
今
為
立
た
る
鎧
一
縮
に
、
鮫
懸
た
る
白
太
刀
、

柄
鞘
皆
金
に
て
打
く
ゝ
み
た
る
刀
に
、
虎
の
皮
の
火
打
袋
を
さ
げ
、
一
様
に
是
を

引
く
。
以
後
の
頭
人
二
十
余
人
、
我
人
に
勝
れ
ん
と
、
様
を
か
へ
数
を
尽
し
て
、

如
山
積
重
ぬ
。
さ
れ
ば
其
費
幾
千
万
と
云
事
を
不
知
。
是
を
も
せ
め
て
取
て
帰
ら

ば
、
互
に
以
此
彼
に
替
た
る
物
共
と
す
べ
し
。
と
も
に
つ
れ
た
る
遁
世
者
、
見
物

の
為
に
集
る
田
楽
・
猿
楽
・
傾
城
・
白
拍
子
な
ん
ど
に
皆
取
く
れ
て
、
手
を
空
し

て
帰
し
か
ば
、
窮
民
孤
独
の
飢
を
資
る
に
も
非
ず
、
又
供
仏
施
僧
の
檀
施
に
も
非

ず
。
只
金
を
泥
に
捨
て
玉
を
淵
に
沈
め
た
る
に
相
同
じ
。
此
茶
事
過
て
後
又
博
奕

を
し
て
遊
び
け
る
に
、
一
立
て
に
五
貫
十
貫
立
け
れ
ば
、
一
夜
の
勝
負
に
五
六
千

貫
負
る
人
の
み
有
て
百
貫
と
も
勝
つ
人
は
な
し
。
此
も
田
楽
・
猿
楽
・
傾
城
・
白

拍
子
に
賦
り
捨
け
る
故
也
（
26  
）

。 

 

（
大
意
）
※
以
下
、
大
意
は
筆
者
が
作
成
。 

都
で
は
、
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
道
誉
を
は
じ
め
と
し
て
、
在
京
の
大
名
衆
を

集
め
て
茶
会
を
催
し
、
寄
合
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
国
内
外
か
ら
収
集
さ
れ
た
宝

物
で
百
人
分
の
座
席
が
飾
ら
れ
る
。
全
て
の
曲
彔
の
上
に
豹
・
虎
の
皮
を
敷
き
、

様
々
な
段
子
金
襴
で
掛
け
て
、
四
主
頭
（
参
加
四
グ
ル
ー
プ
の
四
人
の
リ
ー
ダ

ー
）
の
座
を
先
頭
に
一
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
荘
厳
を
極
め
た
部

屋
に
光
を
放
つ
千
仏
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
異
国
の
諸
侯
は
遊
宴
を

催
す
時
、
食
膳
方
丈
と
い
っ
て
、
座
席
の
周
り
一
丈
（
＝
十
尺
）
に
珍
味
を
準

備
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
劣
ら
な
い
、
五
尺
四
方
の
折
敷
に
十
種
の
精
進
物
の

吸
物
・
百
種
の
点
心
・
五
味
の
魚
鳥
・
甘
酸
苦
辛
の
菓
子
な
ど
を
色
々
と
並
べ

た
。
食
事
後
に
旨
酒
三
献
（
大
・
中
・
小
の
杯
で
一
杯
ず
つ
繰
り
返
し
、
九
杯

の
酒
を
す
す
め
る
も
の
。
式
三
献
。
）
が
行
わ
れ
る
。
茶
の
懸
物
（
勝
負
事
に

懸
け
る
物
）
に
百
種
類
の
物
が
用
意
さ
れ
、
そ
の
他
に
又
引
出
物
が
用
意
さ
れ

る
。
一
番
目
の
頭
人
は
、
染
物
百
枚
ず
つ
を
六
十
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
積
ん

だ
。
二
番
目
の
頭
人
は
、
色
と
り
ど
り
の
小
袖
十
枚
ず
つ
を
置
い
た
。
三
番
目

の
頭
人
は
、
沈
香
の
塊
百
両
ず
つ
に
麝
香
の
塊
三
つ
ず
つ
を
添
え
て
置
い
た
。

四
番
目
の
頭
人
は
、
砂
金
百
両
ず
つ
を
金
糸
花
の
模
様
の
盆
に
入
れ
て
置
い
た
。

五
番
目
の
頭
人
は
、
で
き
た
ば
か
り
の
鎧
一
領
と
、
梅
花
皮
で
鞘
や
柄
が
飾
ら

れ
た
白
太
刀
、
柄
鞘
が
総
金
張
り
の
刀
に
虎
皮
の
火
打
袋
を
さ
げ
た
も
の
を
、

全
員
の
引
出
物
と
し
た
。
こ
の
他
の
頭
人
二
十
余
人
も
他
の
頭
人
に
勝
ろ
う
と
、

変
わ
っ
た
も
の
を
で
き
る
だ
け
数
多
く
、
山
の
よ
う
に
積
ん
だ
。
そ
の
費
用
は

ど
ん
な
に
高
価
か
知
れ
な
い
。
こ
の
懸
物
や
引
出
物
を
得
て
持
ち
帰
れ
ば
、
互

い
に
物
を
交
換
し
た
こ
と
と
な
る
。
供
に
連
れ
て
来
た
遁
世
者
や
、
見
物
し
よ

う
と
集
ま
っ
た
田
楽
・
猿
楽
・
傾
城
・
白
拍
子
な
ど
に
物
を
与
え
て
手
ぶ
ら
で

帰
っ
て
も
、
困
窮
し
て
飢
餓
す
る
民
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
し
、
仏
へ
の
供
物

や
僧
侶
へ
の
布
施
に
も
な
ら
な
い
。
只
、
金
を
泥
に
捨
て
、
玉
を
淵
に
投
げ
て

沈
め
る
の
に
等
し
い
。
こ
の
茶
会
が
終
了
し
た
後
、
博
奕
を
し
て
遊
ぶ
の
に
、

一
度
に
五
貫
十
貫
が
賭
け
ら
れ
る
が
、
一
夜
の
勝
負
に
五
六
千
貫
負
け
る
人
ば

か
り
で
、
わ
ず
か
百
貫
で
も
勝
つ
人
は
い
な
い
。
こ
れ
も
田
楽
・
猿
楽
・
傾

城
・
白
拍
子
に
分
け
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

佐
々
木
導
誉
が
、
在
京
の
大
名
衆
を
客
と
し
て
盛
ん
に
催
し
て
い
た
茶
会
で
使
用

さ
れ
る
茶
室
は
、
導
誉
の
収
集
し
た
「
異
国
本
朝
ノ
重
宝
」
（
国
内
外
の
宝
物
）
で

飾
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
別
項
で
紹
介
す
る
『
喫
茶
往
来
』
が
描
写
す
る
茶
室
も
、
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唐
物
尽
く
し
の
派
手
な
装
飾
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
室
町
時
代
前
期
の
茶
室
は
、

当
時
流
行
し
て
い
た
唐
物
趣
味
を
反
映
し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。 

茶
会
の
客
の
配
席
構
成
は
、
建
仁
寺
な
ど
の
四
つ
頭
茶
会
を
拡
大
し
た
も
の
の
よ

う
で
、
頭
人
（
正
客
・
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
）
を
先
頭
に
次
客
以
下
が
列
座
す

る
形
式
で
あ
る
。
建
仁
寺
の
場
合
は
、
頭
人
が
四
人
で
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ

れ
る
が
、
太
平
記
の
こ
の
場
面
で
、
五
人
の
頭
人
に
加
え
て
二
十
余
人
の
頭
人
が
い

る
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
客
が
二
十
五
余
り
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
参
加
者
は
，
用
意
さ
れ
た
引
き
出
物
の
数
か
ら
六
十
三
人

と
推
測
で
き
る
。 

闘
茶
で
な
く
寺
院
の
茶
礼
で
あ
る
建
仁
寺
の
四
つ
頭
茶
会
の
形
式
を
、
ど
の
よ
う

に
闘
茶
会
に
導
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
五
余
り
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
対
抗
で
、
ど
の
よ
う
に
闘
茶
を
競
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
別
項
で
紹
介
す
る
闘
茶
の

記
録
紙
（
成
績
表
）
は
個
人
対
抗
で
競
っ
た
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
対
抗
に
読
み
取
れ

る
記
録
紙
は
見
当
た
ら
な
い
。 

闘
茶
席
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
全
参
加
者
の
座
席
は
畳
席
な
ど
で
は
な
く
、
曲
彔

に
座
る
椅
子
席
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
次
第
と
し
て
は
、
闘
茶
会
の
前
に

食
事
、
続
い
て
酒
を
提
供
し
た
と
す
る
。
食
事
は
、
精
進
の
吸
い
物
と
折
敷
に
載
せ

た
点
心
や
魚
鳥
、
菓
子
な
ど
で
あ
る
。
飯
後
に
三
献
の
酒
を
提
供
し
て
い
る
。 

 

客
の
席
の
前
に
置
か
れ
る
前
引
（
引
出
物
）
は
、
各
頭
人
が
全
て
の
参
加
者
に
対

し
て
提
供
す
る
も
の
で
、
一
人
目
の
頭
人
は
「
奥
染
物
」
を
百
ず
つ
、
二
人
目
の
頭

人
は
、
小
紬
十
領
ず
つ
を
置
く
。
三
人
目
の
頭
人
は
沈
香
と
麝
香
を
、
四
番
目
の
頭

人
は
砂
金
を
、
五
番
目
の
頭
人
は
鎧
・
白
太
刀
・
刀
・
火
打
袋
を
置
い
た
。
他
の
頭

人
二
十
余
人
も
手
を
変
え
品
を
変
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
数
を
置
い
た
と
す
る
。

こ
の
前
引
は
、
闘
茶
の
勝
敗
に
関
わ
ら
ず
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

日
本
の
闘
茶
は
懸
物
を
賭
け
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ
り
、
勝
者
は
懸
物
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
場
面
で
の
懸
物
「
百
物
」
の
百
は
、
軍
記
物
な
ど
の
物
語
特
有
の

数
遊
び
を
用
い
た
誇
張
表
現
で
あ
る
と
し
て
も
、
太
平
記
が
描
こ
う
と
し
た
世
界
の

闘
茶
で
は
、
懸
物
の
数
や
種
類
の
多
さ
を
競
う
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

ろ
う
。 

太
平
記
が
南
北
朝
期
の
動
乱
を
叙
述
す
る
に
当
た
り
、
時
代
の
特
徴
の
一
つ
と
し

て
旧
来
の
権
威
を
無
視
す
る
武
士
の
型
破
り
な
行
状
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し

て
バ
サ
ラ
の
主
人
公
に
選
ば
れ
た
の
が
佐
々
木
導
誉
で
あ
り
、
バ
サ
ラ
が
象
徴
的
に

表
現
さ
れ
た
舞
台
が
闘
茶
会
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
末
期
以
降
に
し
か
、
そ
の
存
在
を
示

す
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
闘
茶
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
創
始
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
闘
茶
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
の
動
乱
期
の
時
代
性
が
生

み
出
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
時
代
の
気
風
や
特
質
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
太
平
記
の
闘
茶
が
一
種
の
下
品
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
懸
物
を
伴
う
賭

博
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
誇
張
さ
れ
た
懸
物
の
派
手

さ
が
、
そ
の
下
品
さ
を
増
幅
す
る
の
で
あ
る
。
京
童
が
「
二
条
河
原
落
首
」
で
揶
揄

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

太
平
記
に
見
え
る
享
楽
的
な
闘
茶
と
、
道
徳
的
な
精
神
性
を
包
含
し
て
後
世
に
成

立
す
る
茶
道
は
、
と
も
に
寺
院
の
茶
礼
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
ル

ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
集
団
的
飲
茶
方
式
で
あ
り
な
が
ら
、
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、

わ
び
茶
が
創
始
さ
れ
流
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
闘
茶
が
廃
れ
た
と
い
う
記
述
が
、

闘
茶
や
茶
道
史
の
概
説
で
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
説
に
は
、
千
宗
旦
が
そ
の
享
楽
性
か
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ら
闘
茶
を
否
定
し
た
と
さ
れ
る
（
27  
）

。  
私
た
ち
が
太
平
記
の
闘
茶
に
一
種
の
下
品
さ
感
じ
る
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
が
実

際
の
闘
茶
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
賭
博
を
伴
う
派
手
な

闘
茶
が
、
実
際
に
当
時
の
人
々
の
目
に
余
っ
た
こ
と
を
、
「
二
条
河
原
落
書
」
な
ど

の
文
言
が
示
し
て
い
る
。
い
ま
だ
論
証
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
確
か
に
茶
道
は
、
こ

の
よ
う
な
闘
茶
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
創
造
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

次
の
第
三
十
六
巻
「
清
氏
叛
逆
事
付
相
摸
守
子
息
元
服
事
」
は
、
「
七
所
飾
り
」（
28  
）

と
い
う
催
し
に
お
い
て
行
わ
れ
た
闘
茶
を
描
く
。
佐
々
木
導
誉
が
七
夕
に
ち
な
み
、

座
敷
の
七
か
所
を
飾
り
、
七
つ
の
料
理
（
番
菜
）
を
用
意
し
、
七
百
種
の
懸
物
を
並

べ
、
七
十
服
の
本
非
茶
勝
負
（
闘
茶
）
を
行
っ
た
と
記
す
。 

 

次
に
今
度
七
夕
の
夜
は
、
新
将
軍
、
相
摸
守
が
館
へ
を
は
し
て
、
七
百
番
の
謌

合
を
し
て
可
遊
也
と
兼
て
被
仰
け
れ
ば
、
相
摸
守
誠
に
興
じ
思
て
、
様
々
の
珍

膳
を
認
、
哥
読
共
数
十
人
誘
引
し
て
、
已
に
案
内
を
申
け
る
処
に
、
道
誉
又
我

宿
所
に
七
所
を
粧
て
、
七
番
菜
を
調
へ
、
七
百
種
の
課
物
（
懸
物
）
を
積
み
、

七
十
服
の
本
非
の
茶
を
呑
む
可
き
由
を
申
て
、
宰
相
中
将
殿
を
招
請
し
奉
け
る

間
、
歌
合
は
よ
し
や
後
日
に
て
も
あ
り
な
ん
、
七
所
の
飾
は
珍
き
遊
な
る
べ
し

と
て
、
兼
日
の
約
束
を
引
違
、
道
誉
が
方
へ
を
は
し
け
れ
ば
、
相
摸
守
が
用
意

徒
に
成
て
、
数
寄
の
人
も
空
く
帰
に
け
り
（
26  
）

。 
 

  

（
大
意
） 

今
度
の
七
夕
の
夜
に
は
、
相
摸
守
の
館
を
訪
れ
て
七
百
番
の
歌
合
を
楽
し
も
う

と
、
新
将
軍
が
兼
ね
て
よ
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
相
摸
守
は
大
変
面
白

が
り
様
々
な
珍
味
に
食
膳
を
用
意
し
、
歌
の
詠
み
手
数
十
人
を
招
い
て
、
既
に

将
軍
に
知
ら
せ
て
い
た
。
道
誉
は
自
ら
の
宿
所
で
七
か
所
を
飾
り
付
け
て
、
七

種
類
の
料
理
を
準
備
し
七
百
種
の
課
物
（
懸
物
）
を
積
み
上
げ
て
、
七
十
服
の

本
非
茶
勝
負
を
催
す
と
知
ら
せ
て
、
宰
相
中
将
殿
（
新
将
軍
）
を
招
待
し
た
。

新
将
軍
は
、
歌
合
な
ら
後
日
で
も
行
え
る
が
七
所
飾
り
は
珍
し
い
遊
び
で
あ
る

と
し
て
、
予
て
か
ら
の
約
束
を
違
え
道
誉
の
方
を
訪
れ
た
。
相
摸
守
の
用
意
は

無
駄
と
な
り
、
風
流
好
き
の
人
も
落
胆
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

佐
々
木
道
誉
が
、
七
夕
の
「
七
」
に
ち
な
ん
で
七
十
服
の
本
非
茶
勝
負
を
行
う
茶

会
に
、
新
将
軍
を
招
い
た
記
事
で
あ
る
。
架
空
や
誇
張
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
、
七
と
い

う
吉
数
尽
く
し
の
催
し
を
表
現
す
る
中
で
、
懸
物
を
伴
っ
た
本
非
茶
勝
負
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
「
七
所
飾
り
」
と
は
、
歌
合
と
闘
茶
の
会
場
の

室
礼
を
飾
り
立
て
る
趣
向
で
、
贅
沢
な
料
理
や
懸
物
と
共
に
闘
茶
の
座
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
「
七
所
飾
り
」
と
言
い
な
が
ら
、
こ
の
催
し
の
主
題
は
歌

合
と
本
非
茶
勝
負
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
十
九
巻
「
諸
大
名
讒
道
朝
事
付
道
誉
大
原
野
花
会
事
」
で
も
、
導
誉
が
大
原

野
で
行
っ
た
花
見
に
お
い
て
催
し
た
闘
茶
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

 

遥
に
風
磴
を
登
れ
ば
、
竹
筧
に
甘
泉
を
分
て
、
石
鼎
に
茶
の
湯
を
立
置
た
り
。
松

籟
声
を
譲
て
芳
甘
春
濃
な
れ
ば
、
一
椀
の
中
に
天
仙
を
も
得
つ
べ
し
。
紫
藤
の
屈

曲
せ
る
枝
毎
に
高
く
平
江
帯
を
掛
て
、
螭
頭
の
香
炉
に
鶏
舌
の
沈
水
を
薫
じ
た
れ

ば
、
春
風
香
暖
に
し
て
不
覚
栴
檀
林
に
入
か
と
怪
ま
る
。
眸
を
千
里
に
供
じ
首
を

四
山
に
廻
、
烟
霞
重
畳
と
し
て
山
川
雑
り
峙
た
れ
ば
、
筆
を
丹
青
不
仮
、
十
日
一
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水
の
精
神
云
に
聚
り
、
足
を
不
移
寸
歩
、
四
海
五
湖
の
風
景
立
に
得
た
り
。
一
歩

三
嘆
し
て
遥
に
躋
ば
、
本
堂
の
庭
に
十
囲
の
花
木
四
本
あ
り
。
此
下
に
一
丈
余
り

の
鍮
石
の
花
瓶
を
鋳
懸
て
、
一
双
の
華
に
作
り
成
し
、
其
交
に
両
囲
の
香
炉
を
両

机
に
並
べ
て
、
一
斤
の
名
香
を
一
度
に
焚
上
た
れ
ば
、
香
風
四
方
に
散
じ
て
、
人

皆
浮
香
世
界
の
中
に
在
が
如
し
。
其
陰
に
幔
を
引
曲
彔
を
立
双
て
、
百
味
の
珍
膳

を
調
へ
百
服
の
本
非
を
飲
て
、
懸
物
如
山
積
上
た
り
（
29  
）

。 

 （
大
意
） 

風
の
吹
く
石
橋
に
登
れ
ば
、
竹
の
筧
に
美
味
し
い
泉
の
水
を
引
い
て
、
石
製
の
鼎

に
茶
の
湯
を
用
意
し
て
あ
る
。
釜
の
湯
の
た
ぎ
る
音
が
聞
こ
え
麗
し
い
春
が
深
い
。

一
椀
の
中
に
仙
人
が
い
る
。
紫
藤
の
屈
曲
し
た
枝
々
に
禅
宗
で
使
う
帯
を
掛
け
て
、

竜
頭
の
香
炉
に
鶏
舌
香
の
よ
う
な
沈
香
を
薫
じ
れ
ば
、
春
風
香
暖
で
意
識
が
ゆ
ら

ぎ
栴
檀
の
林
に
入
っ
た
か
と
怪
ん
だ
。
千
里
遠
く
に
ま
で
目
を
向
け
四
方
の
山
を

見
回
し
、
深
い
霞
の
中
に
幾
つ
も
の
山
や
川
が
あ
る
の
で
、
多
彩
な
色
で
は
描
け

な
い
。
画
家
が
丹
念
に
心
を
描
い
た
画
の
趣
が
こ
こ
に
集
ま
り
、
歩
き
回
ら
な
く

て
も
四
方
の
海
や
五
つ
湖
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
き
り
に
感
嘆
し
つ

つ
登
っ
て
ゆ
く
と
、
本
堂
の
庭
に
囲
わ
れ
た
花
木
が
四
本
有
る
。
そ
の
下
に
一
丈

余
り
の
真
鍮
製
の
花
瓶
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
し
ら
え
が
あ
り
、
一
対
の
い
け

花
の
よ
う
に
創
作
し
て
あ
る
。
そ
の
間
に
二
つ
の
香
炉
を
そ
れ
ぞ
れ
机
に
並
べ
て
、

一
斤
の
名
香
が
一
度
に
焚
上
げ
ら
れ
る
。
香
り
が
四
方
に
広
が
り
、
人
々
は
浮
香

が
満
ち
る
浄
土
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
脇
に
幔
を
引
い
て
曲
彔
を
立
て
並
べ

て
、
百
種
類
の
珍
し
い
料
理
の
膳
を
用
意
し
、
懸
物
を
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
て
、

百
服
の
本
非
茶
勝
負
を
行
っ
た
。 

 

大
原
野
の
桜
の
花
見
会
と
い
う
屋
外
の
催
し
で
あ
り
な
が
ら
、
室
内
の
催
し
と
同

様
に
会
場
に
は
茶
の
湯
を
用
意
し
、
大
木
の
桜
に
仕
掛
け
を
し
て
い
け
花
に
見
せ
、

大
き
な
塊
の
名
香
木
を
一
気
に
炷
き
上
げ
た
と
す
る
。
茶
・
花
・
香
の
要
素
が
揃
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
茶
・
花
・
香
が
『
太
平
記
』
の
成
立
時
期

に
は
既
に
、
接
客
の
室
礼
と
し
て
備
え
る
べ
き
理
想
の
三
大
要
素
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

一
方
、
席
主
と
客
が
共
に
参
加
し
て
楽
し
む
余
興
と
し
て
、
闘
茶
が
催
さ
れ
る
の

み
で
、
そ
の
場
で
活
け
る
「
た
て
は
な
」
や
聞
香
（
組
香
）
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。 

空
炷
き
さ
れ
る
の
み
の
香
に
つ
い
て
は
，
組
香
の
成
立
或
い
は
流
行
す
る
時
期
を

考
え
る
上
で
、
一
考
す
べ
き
場
面
設
定
で
あ
る
。 

こ
こ
に
現
れ
る
百
服
の
本
非
茶
勝
負
と
は
、
本
茶
と
非
茶
の
二
種
類
が
そ
れ
ぞ
れ

五
服
ず
つ
で
、
合
計
十
服
が
順
不
同
で
出
題
さ
れ
る
と
い
う
十
服
茶
を
十
回
行
う
も

の
で
あ
ろ
う
。 

 

太
平
記
で
見
ら
れ
る
闘
茶
の
種
類
は
、
本
非
茶
勝
負
の
み
で
、
室
町
時
代
を
通
し

て
最
も
一
般
的
と
な
る
十
種
茶
（
四
種
十
服
茶
）
の
名
も
見
え
な
い
の
は
意
外
で

あ
る
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
先
に
見
た
よ
う
に
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
十
四
世
紀
中
頃
の
遺
構
か
ら
、

十
種
茶
あ
る
い
は
十
種
（
炷
）
香
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
墨
書
木
札
が

出
土
し
て
お
り
、
『
太
平
記
』
が
執
筆
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
既
に
十
種
茶
あ
る
い
は

十
種
（
炷
）
香
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、

南
北
朝
期
に
お
け
る
闘
茶
の
発
展
段
階
を
検
討
す
る
上
で
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
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ｄ
『
師
守
記
』 

『
師
守
記
』
は
、
南
北
朝
時
代
の
明
法
官
人
中
原
師
守
の
日
記
で
、
暦
応
四
年

（
一
三
三
九
） 

か
ら
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
ま
で
と
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）

及
び
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
の
記
録
が
伝
存
す
る
。
北
朝
の
朝
儀
・
公
事
を
中
心

に
記
録
す
る
内
容
に
は
、
自
身
が
参
加
し
た
闘
茶
会
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
本

非
十
種
茶
の
名
前
が
現
れ
る
最
も
古
い
記
録
と
さ
れ
る
の
が
、
『
師
守
記
』
の
次
の

条
で
あ
る
（
２
）

。 
 

 
 

 
 

十
種
本
非
帳
行
懸
物
等
被
出
之
□
□
、
家
君
香
炉
・
馬
鞦
・
頭
殿
蝋
燭
一
廷
並

台
、
予
懐
手
莒
、
外
史
茶
垸
二
、
覚
照
房
一
段
、
善
覚
雑
紙
一
束
也
。
（
暦
応

三
年
〔
一
三
四
〇
〕
正
月
二
十
五
日
条
） 

 

本
非
十
種
茶
が
催
さ
れ
、
参
加
者
が
懸
物
を
供
す
る
。
各
人
の
懸
物
は
、
師
守
の

兄
の
師
茂
（
家
君
）
が
香
炉
と
馬
鞦
、
頭
殿
は
蝋
燭
一
廷
と
そ
の
台
、
師
守
自
身
は

懐
手
莒
、
外
史
は
茶
垸
二
口
、
覚
照
房
は
一
段
（
不
明
）
、
善
覚
は
雑
紙
一
束
で
あ

る
。
詳
細
な
記
載
は
、
師
守
に
と
っ
て
も
、
懸
物
が
関
心
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。 

 

ま
た
、
次
の
条
で
も
本
非
十
種
茶
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

  
 

是
日
家
君
自
文
殿
御
帰
畢
之
後
、
有
御
会
、
十
種
本
非
也
、
兵
部
□
師
光
進
茶
、

非
無
興
者
也
、
幸
甚
〃
〃
。
（
暦
応
三
年
〔
一
三
四
〇
〕
四
月
十
九
日
条
） 

 

師
守
の
兄
・
師
茂
が
文
殿
か
ら
帰
邸
し
た
後
、
本
非
十
種
茶
の
会
が
催
さ
れ
た
。

師
光
が
茶
を
献
上
し
て
い
る
。
師
光
が
進
上
し
た
茶
は
「
非
無
興
」
つ
ま
り
有
興
で
、

良
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
幸
甚
〃
〃
」
と
喜
ん
で
い
る
。 

 

師
守
は
闘
茶
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
か
、
次
の
記
事
で
は
本
来
な
ら
ば
身
を
慎
む
べ

き
は
ず
の
精
進
を
始
め
る
日
に
、
懸
物
の
あ
る
闘
茶
に
参
加
し
て
い
る
。 

 

自
今
日
予
精
進
如
例
、
今
夜
有
十
服
茶
、
今
年
初
度
也
、
有
其
興
者
也
、
勝
□

（
負
）
也
。
（
暦
応
三
年
〔
一
三
四
〇
〕
二
月
十
七
日
条
） 

 

ま
た
、
二
日
後
に
も
十
服
茶
に
参
加
し
、
「
負
沙
汰
」
と
記
し
て
い
る
。
師
守
が

負
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
引
出
（
引
出
物
）
は
参
加
者
に
配
ら

れ
る
贈
呈
品
で
あ
り
、
勝
者
へ
送
ら
れ
る
懸
物
と
は
異
な
る
の
で
、
「
負
沙
汰
」
と

の
関
係
は
無
か
ろ
う
。 

 

今
日
有
十
服
茶
負
沙
汰
也
、
有
引
出
、
如
形
有
之
。
（
暦
応
三
年
〔
一
三
四

〇
〕
）
二
月
十
九
日
条
） 

  

筒
井
紘
一
氏
は
、
正
月
二
十
五
日
と
四
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
「
十
種
本
非
」
と

二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
「
十
服
茶
」
は
異
な
る
茶
技
で
あ
る
と
す
る
（
２
）

。 

 

「
十
服
茶
」
は
「
十
種
本
非
」
開
催
日
よ
り
後
日
に
行
わ
れ
た
の
に
、
「
十
服
茶
」

は
「
今
年
初
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
筒
井
氏
は
、
「
往
来
物
の
十
種

茶
と
は
本
非
十
種
と
か
乱
容
十
種
茶
と
い
う
如
く
、
四
種
十
服
と
は
限
ら
な
い
も
の

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
記
す
の
で
あ
る
。 

『
祇
園
社
家
記
録
』
紙
背
に
「
本
非
十
種
」
の
茶
勝
負
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
文
中
の
「
十
種
本
非
」
は
本
非
十
種
茶
勝
負
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
本
非
十
種
茶
勝
負
は
、
本
茶
と
非
茶
の
二
種
類
が
そ
れ
ぞ
れ
五
包
ず
つ
用

意
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
無
作
為
で
出
題
さ
れ
、
出
題
さ
れ
た
順
番
を
本
非
で
回
答
す
る

闘
茶
で
あ
る
。
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
の
内
、
「
本
非
」
と
記
さ
れ
た
も

の
は
、
こ
の
よ
う
な
闘
茶
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

十
種
香
と
同
じ
構
造
の
十
種
茶
を
四
種
十
服
と
す
る
と
、
本
非
十
種
茶
は
二
種
十

服
な
の
で
、
両
者
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 （
２
）
闘
茶
の
種
類 

 

続
い
て
、
文
献
資
料
か
ら
闘
茶
の
種
類
と
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。 

こ
こ
で
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
往
来
物
や
記
録
紙
（
闘
茶
の
成
績
表
）
を
含
め
、

書
籍
や
日
記
・
書
籍
記
録
類
、
そ
し
て
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
か
ら
判
明

す
る
闘
茶
の
種
類
は
、
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

先
に
検
討
し
た
「
二
条
河
原
落
書
」
、『
太
平
記
』
、『
師
守
記
』
を
は
じ
め
、
別

稿
で
検
討
す
る
往
来
物
・
日
記
・
記
録
・
記
録
紙
（
闘
茶
の
成
績
表
）
な
ど
闘
茶
に

関
す
る
文
献
資
料
に
闘
茶
の
種
目
名
を
探
し
た
。
室
町
時
代
の
闘
茶
の
種
類
に
は
、

百
服
本
非
茶
勝
負
・
七
十
服
本
非
茶
勝
負
・
十
種
茶
・
四
種
十
服
（
＝
十
種
茶
）
・

都
鄙
茶
勝
負
、
善
悪
（
＝
本
非
か
）
茶
勝
負
、
十
種
本
非
（
茶
勝
負
）
（
＝
本
非
十

種
）
、
十
服
茶
、
六
色
茶
、
二
種
四
服
、
三
種
釣
茶
、
四
季
茶
、
新
古
、
乱
容
十
種

茶
・
四
種
十
返
（
＝
四
種
十
服
）
・
三
種
四
服
・
源
氏
茶
・
対
合
客
六
色
茶
・
系
図

茶
・
三
種
之
釣
茶
・
七
所
勝
負
（
三
種
一
客
七
所
勝
負
・
七
度
勝
負
）
の
種
目
名
が 

掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

こ
れ
ら
闘
茶
関
係
史
料
の
中
で
『
異
制
庭
訓
往
来
』
は
、
三
月
一
日
付
け
の
書
状 

                       

　文献名称 種別 　成立時期 　掲載する闘茶の名称

太平記 物語 1380年代以降（書き始めは1330年頃） 百服本非茶勝負・七十服本非茶勝負

二条河原落書（建武年間記） 建武年間〔1334ー38〕頃 十種茶

祇園社家記録
康永二 (1343) ，貞和六 (50) ，文和元

(52) ，応安四 (71) ～応安五年（72）
七度勝負

看聞日記 応永二十三～文安五年（1416～48） 七所勝負

師守記 延元四年（1339）～文中三（1374） 十種本非・十服茶

大乗院寺社雑事記 長録二年（1458） 十種茶，七所勝負

喫茶往来 室町時代初期
四種十服（＝十種茶）・都鄙茶勝負・善悪

（＝本非か）茶勝負

異制庭訓往来 延文～応安年間（1356～75）
十種茶・六色茶・四種十服・二種四服・三種

釣茶・四季季茶・新古

遊学往来 応安五年（1372）以前作
乱容十種茶・四種十返・三種四服・源氏茶・

対合客六色茶・系図茶・四季茶・三種之釣茶

四季茶交名（東大寺所蔵） 観応二年（1351） 四季茶

三種一客七所勝負（元興寺極

楽坊文書）
不明 三種一客七所勝負

本非十種（祇園社家記録紙

背）
康永二年（1343）以前 本非十種

十種茶本非事（大乗院文書紙

背）
文和元年（1352）以前 十種本非

十種茶勝負（吉川家本『元亨

釈書』紙背）
延徳三年（1419） 十種茶勝負（内容は四種十服）

往来物

記録紙
（闘茶の成績表）

日記・記録

 

 

第５表 文献資料に見られる闘茶の巣類の名称表 
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の
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
最
も
多
く
の
闘
茶
の
種
類
を
紹
介
す
る
。 

 
所
謂
十
種
茶
。
六
色
茶
。
四
種
十
服
。
二
種
四
服
。
三
種
釣
茶
。
四
季
季
茶
。

新
古
打
抜
按
排
。
無
合
不
合
。
茶
磨
之
遠
近
。
葉
之
大
小
。
壷
之
善
悪
。
青
火

之
調
也
。 

 

「
四
季
季
茶
」
ま
で
は
闘
茶
の
種
類
を
述
べ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

「
新
古
」
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
「
茶
葉

の
新
古
」
、
つ
ま
り
茶
葉
の
新
鮮
さ
の
状
態
を
示
す
文
言
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
闘

茶
に
使
用
す
る
茶
葉
の
状
態
を
表
す
場
合
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
新
古
茶
勝
負
」
、

つ
ま
り
新
茶
か
古
茶
か
を
判
断
す
る
闘
茶
の
種
目
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。 

濁
点
の
打
ち
方
か
ら
考
え
る
と
、
『
群
書
類
従
』
の
編
者
は
「
茶
葉
の
新
古
」
と

解
釈
し
た
と
推
察
す
る
。
闘
茶
の
種
目
を
羅
列
す
る
中
で
、
「
新
古
茶
勝
負
」
よ
り

内
容
が
複
雑
な
「
四
種
十
服
」
を
は
じ
め
と
す
る
闘
茶
を
列
記
し
た
最
後
に
、
比
較

的
単
純
な
「
新
古
茶
勝
負
」
を
記
す
の
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
新
古

打
抜
按
排
」
は
「
茶
葉
の
新
し
さ
や
古
さ
、
葉
の
打
ち
抜
き
の
具
合
」
の
意
に
解
釈

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出

土
の
闘
茶
札
に
「
新
古
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
証
左
と
な
り
、
新
古
茶
勝
負

の
存
在
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
、
文
献
資
料
に
現
れ
る
種
目
名
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
室
町
時
代

に
行
わ
れ
た
闘
茶
の
種
類
を
ま
と
め
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
闘
茶
が
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
方
式
で
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、

香
道
に
お
け
る
組
香
も
参
考
に
し
つ
つ
推
測
し
て
み
る
。 

本
非
茶
勝
負
は
、
最
も
原
初
的
な
闘
茶
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
本
茶
（
栂
尾
産
の

茶
。
後
に
宇
治
茶
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
）
か
非
茶
（
栂
尾
産
で
は
な
い
茶
）
か
を

飲
み
分
け
て
当
て
競
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
百
服
本
非
茶
勝
負
」
は
本
非
茶

勝
負
を
百
回
、
「
七
十
服
本
非
茶
勝
負
」
は
七
十
回
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

十
種
茶
は
、
香
道
に
お
け
る
十
種
香
と
同
様
の
構
造
と
考
え
る
と
、
四
種
十
服
と

な
る
。
茶
は
「
一
」
「
二
」
「
三
」
「
ウ
（
客
）
」
の
四
種
で
、
「
一
」
「
二
」

「
三
」
が
そ
れ
ぞ
れ
三
包
、
「
ウ
」
が
一
包
の
み
、
合
計
十
包
が
用
意
さ
れ
る
。
出

題
の
前
に
、
回
答
者
が
「
一
」
「
二
」
「
三
」
の
茶
の
特
徴
を
覚
え
る
た
め
に
、
試

み
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
味
わ
う
。
そ
の
後
全
包
が
打
ち
混
ぜ
ら
れ
て
、
十
包
が
無
作

為
・
順
不
同
で
点
て
ら
れ
、
回
答
者
に
順
次
提
供
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

都
鄙
茶
勝
負
の
構
造
は
、
本
非
茶
勝
負
に
類
似
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
都
茶
（
京
都
産
の
栂
尾
や
高
尾
な
ど
の
茶
）
か
鄙
茶
（
京
都
産
で
は
な
い
地

方
産
の
茶
）
か
を
飲
み
分
け
て
当
て
競
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
茶
の
種
類
は
都
茶
と
鄙

茶
の
二
種
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
包
用
意
さ
れ
て
合
計
何
服
を
回
答
者
は
飲
み
分

け
た
の
か
窺
え
な
い
。
「
十
種
本
非
」
が
存
在
す
る
の
で
、
都
鄙
に
つ
い
て
も
基
本

は
十
碗
を
飲
み
分
け
る
十
服
で
あ
ろ
う
。 

善
悪
茶
勝
負
に
つ
い
て
は
、
闘
茶
札
の
出
土
も
無
く
推
定
も
難
し
い
。
初
め
か
ら

善
茶
と
悪
茶
を
設
定
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
無
作
為
・
順
不
同
で
出
題
し
て
飲
み
分

け
た
の
か
、
あ
る
い
は
二
種
の
茶
を
出
題
し
、
ど
ち
ら
が
美
味
か
を
回
答
者
が
判
断

す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
見
当
は
つ
か
な
い
。
も
し
善
悪
茶
勝
負
が
、
茶
そ
の
も

の
の
良
し
悪
し
を
競
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
は
中
国
の
闘
茶
に
近
い
と
言
え

る
。
出
題
茶
を
飲
み
分
け
る
回
答
者
の
能
力
を
競
う
も
の
で
あ
る
日
本
の
闘
茶
と
異

な
り
、
中
国
の
闘
茶
は
水
色
〔
茶
湯
の
色
〕
や
茶
湯
に
浮
か
ぶ
泡
、
或
い
は
味
や
香
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り
な
ど
と
い
う
基
準
に
基
づ
い
て
、
茶
そ
の
も
の
の
良
し
悪
し
を
競
う
茶
比
べ
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
（
30  
）

。  

十
種
本
非
は
、
『
祇
園
社
家
記
録
』
紙
背
に
あ
る
「
本
非
十
種
」
茶
勝
負
の
記
録

内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
茶
と
非
茶
そ
れ
ぞ
れ
五
包
で
合
計
十
包
を
点
て
て
飲
み

分
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

十
服
茶
は
、
十
碗
の
茶
を
飲
み
分
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
定
で
き
る
が
、

そ
の
内
訳
が
四
種
十
服
（
＝
十
種
茶
）
と
同
様
な
の
か
、
本
非
十
服
な
の
か
不
明
で

あ
る
。 

六
色
茶
に
つ
い
て
は
、
六
種
を
「
六
色
」
と
い
う
よ
う
に
、
六
種
類
の
お
茶
を
飲

み
分
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
窺
え
な
い
。 

ち
な
み
に
、
中
国
で
は
現
在
、
茶
の
種
類
を
製
茶
法
の
違
い
に
よ
っ
て
「
六
大
茶
」

に
分
類
し
て
い
る
。
緑
茶
・
黄
茶
・
黒
茶
・
白
茶
・
青
茶
・
紅
茶
の
六
種
で
あ
る
。

し
か
し
中
国
茶
に
お
け
る
六
色
の
成
立
は
宋
代
よ
り
時
代
が
下
る
の
で
、
日
本
の

「
六
色
茶
」
は
こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
（
31  
）

。 

四
種
十
服
は
、
三
種
類
の
茶
各
三
包
み
と
一
種
類
の
茶
一
包
の
合
計
十
包
を
飲
み

分
け
る
、
十
種
茶
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

二
種
四
服
は
、
文
字
ど
お
り
二
種
類
の
お
茶
、
お
そ
ら
く
は
各
二
包
を
飲
み
分
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
非
茶
勝
負
や
都
鄙
茶
勝
負
、
新
古
茶
勝
負
も
二
種
で
あ
る
が
、

先
に
述
べ
た
十
種
本
非
の
よ
う
に
、
出
題
数
は
十
包
十
碗
が
標
準
的
と
思
わ
れ
る
の

で
、
四
服
は
珍
し
い
。 

三
種
釣
茶
は
、
三
種
類
の
茶
が
何
包
か
ず
つ
用
意
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
無
作
為
に

取
り
（
釣
り
）
出
し
、
点
て
ら
れ
て
出
題
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

筒
井
紘
一
氏
は
、（
２
）

「
三
種
釣
茶
も
、
三
種
の
茶
を
何
包
か
に
包
ん
で
そ
の
中
の

い
く
包
か
を
選
び
出
す
と
こ
ろ
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
は
か
な
ろ
う
か
。」

と
述
べ
る
。
ま
た
「
釣
茶
」
に
つ
い
て
は
、
「
釣
り
茶
と
は
お
そ
ら
く
『
茶
を
釣
る
』

と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
包
み
の
中
で
、
あ
る
包
を
選
び
出
し
釣
り
取
る
意
味
だ
と

考
え
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
述
べ
る
。 

「
釣
る
」
と
い
う
表
現
は
、
用
意
し
た
包
全
部
で
は
な
く
、
そ
の
中
か
ら
無
作
為

に
選
ん
だ
包
を
出
題
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
全
部
で
何
服
出
題
さ
れ
る

の
か
な
ど
疑
問
が
多
い
が
、
そ
れ
以
上
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

四
季
季
茶
に
つ
い
て
も
、
筒
井
紘
一
氏
が
、「
『
四
季
季
茶
』
と
は
、
『
四
季
茶
交

名
』
（
東
大
寺
所
蔵
※
筆
者
注
）
と
同
様
の
茶
技
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
出 

冬
・

夏
・
冬
・
秋
…
…
』
が
回
答
で
、
普
通
一
・
二
・
三
・
ウ
で
書
く
と
こ
ろ
を
、
春
夏

秋
冬
に
あ
て
る
ゆ
え
の
「
四
季
茶
」
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。 

 

「
四
季
季
茶
」
は
、
誤
っ
て
「
季
」
を
重
ね
て
記
し
た
も
の
で
、「
四
季
茶
」
で

あ
ろ
う
。「
四
季
茶
交
名
」
（
東
大
寺
所
蔵
）
を
分
析
し
た
筒
井
氏
に
よ
る
と
、
四

季
茶
は
四
種
十
服
の
勝
負
で
あ
る
が
、
ウ
（
客
）
茶
の
使
用
方
法
が
通
常
の
四
種
十

服
の
勝
負
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
四
種
十
服
で
は
、
通
常
、
ウ
（
客
）

茶
は
一
服
の
み
出
さ
れ
る
が
、
四
季
茶
で
は
ウ
（
客
）
茶
が
複
数
回
出
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。 

 

筒
井
氏
は
、「
四
季
茶
」
の
構
造
が
香
道
に
あ
る
「
四
季
寝
覚
香
」
と
い
う
組
香

の
構
造
と
同
様
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
「
新
古
」
が
墨
書
さ
れ
た
闘
茶
札
が
草
戸
千
軒
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
存
在
が
明

ら
か
と
な
っ
た
新
古
茶
勝
負
は
、
文
字
ど
お
り
新
茶
と
古
茶
を
飲
み
分
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
本
非
茶
勝
負
や
都
鄙
茶
勝
負
、
善
悪
茶
勝
負
と
同
じ
く
、
何
服
出
題
さ
れ

た
か
見
当
が
つ
か
な
い
。 
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乱
容
十
種
茶
は
、
内
容
の
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
『
遊
学
往
来
』
（
信
憑
性
に
つ
い

て
は
後
述
）
の
み
が
挙
げ
る
も
の
で
、
十
種
茶
の
変
種
を
表
現
し
て
い
る
と
推
測
す

る
。
ち
な
み
に
中
国
語
で
「
乱
容
」
は
日
本
語
の
「
混
沌
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
乱
容
十
種
茶
は
、
出
題
前
に
出
題
さ
れ
る
味
を
覚
え

る
た
め
に
数
種
の
茶
を
飲
む
「
試
み
」
が
無
い
、
「
無
試
」
の
こ
と
を
示
す
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
遊
学
往
来
』
の
「
四
種
十
返
」
は
「
四
種
十
服
」
の
こ
と

で
あ
り
、
「
四
季
」
は
『
異
制
庭
訓
往
来
』
が
記
す
「
四
季
茶
」
で
あ
り
、
「
三
種

之
釣
茶
」
は
『
異
制
庭
訓
往
来
』
の
「
三
種
釣
茶
」
で
あ
ろ
う
。 

「
対
合
客
六
色
茶
」
は
一
つ
の
単
語
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
対
合
客
」
と
「
六
色

茶
」
で
分
離
さ
れ
る
の
か
判
断
し
か
ね
る
。
「
六
色
茶
」
は
『
異
制
庭
訓
往
来
』
も

挙
げ
て
い
る
の
だ
が
、
「
対
合
客
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
。
中
国
語
で

「
対
合
」
は
「
整
列
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
が
、
「
対
合
客
」
の
意
味
は
分
か
ら

な
い
。 

三
種
四
服
・
源
氏
茶
・
対
合
客
六
色
茶
・
系
図
茶
は
、
『
遊
学
往
来
』
の
み
が
挙

げ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

三
種
四
服
は
三
種
類
の
茶
を
用
い
て
四
服
を
点
て
る
の
で
、
内
一
種
類
は
最
少
で

も
二
包
み
用
意
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
三
種
類
が
各
四
包
ず
つ
用
意
さ
れ
て
、

出
題
さ
れ
た
四
碗
が
全
て
一
種
類
の
茶
で
あ
る
場
合
も
想
定
で
き
る
。 

源
氏
茶
に
つ
い
て
は
、
筒
井
紘
一
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
源
氏
香
と
同
様
の
構
造

で
あ
ろ
う
（
２
）

。五
種
類
の
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
五
包
、
計
二
十
五
包
用
意
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
任
意
で
五
包
が
抜
き
取
ら
れ
、
出
題
と
し
て
点
て
出
さ
れ
る
。
出
題
さ
れ
た
五

服
が
五
種
類
の
内
の
ど
の
お
茶
か
を
当
て
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
十
二
通
り
の
回
答

が
可
能
で
あ
る
。 

系
図
茶
も
、
香
道
に
お
け
る
系
図
香
と
同
様
の
構
造
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
種
の
茶
そ
れ
ぞ
れ
四
包
の
計
十
六
包
用
意
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
任
意
で
四
包
が
抜

き
取
ら
れ
、
出
題
と
し
て
点
て
出
さ
れ
る
。
十
五
通
り
の
回
答
が
可
能
で
あ
る
。 

 

七
所
勝
負
（
七
度
勝
負
）
に
つ
い
て
は
、
「
元
興
寺
極
楽
坊
文
書
」
の
記
録
紙
に

「
三
種
一
客
七
所
勝
負
」
の
表
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
所
勝
負
は
三
種
一
客
で
行

う
も
の
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
（
２
）

。こ
の
記
録
紙
の
内
容
か
ら
、
有
試
の
三
種

一
客
を
七
回
繰
り
返
す
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
構
造
は
不
明

で
あ
る
と
い
う
。
考
察
に
は
弓
道
の
伝
書
の
「
七
所
勝
負
」
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
が
、
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
弓
道
伝
書
が
掲
載
す
る
弓
道
の
記
録
紙

の
表
記
に
は
、
闘
茶
の
七
所
勝
負
の
記
録
紙
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
糸
口
と
し
て
改
め
て
別
に
考
察
を
試
み
た
い
。 

闘
茶
の
種
目
に
お
い
て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
も
の
は
、
室
町
時
代

の
日
記
・
記
録
類
あ
る
い
は
記
録
紙
（
闘
茶
の
成
績
表
）
に
現
れ
る
も
の
で
、
十
種

茶
、
本
非
茶
勝
負
、
七
所
勝
負
（
三
種
一
客
七
所
勝
負
）
、
四
季
茶
、
本
非
十
種
に

留
ま
る
。
ち
な
み
に
室
町
時
代
の
組
香
に
つ
い
て
も
、
管
見
な
が
ら
、
実
際
に
行
な

わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
は
十
種
香
の
み
に
留
ま
る
。
往
来
物
は
、
闘
茶
に

つ
い
て
非
常
に
断
片
的
に
し
か
記
載
し
な
い
の
に
反
し
て
、
種
目
名
に
つ
い
て
は
不

自
然
な
ほ
ど
数
多
く
列
記
す
る
。
教
科
書
で
あ
り
な
が
ら
事
典
的
性
格
も
見
受
け
ら

れ
る
往
来
物
に
は
、
内
容
量
を
競
う
あ
ま
り
、
実
態
を
超
え
て
潤
色
す
る
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
る
。
掲
載
量
を
競
い
過
度
に
誇
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
記
述
内

容
は
、
そ
の
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

特
に
『
遊
学
往
来
』
の
記
述
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
。
『
遊
学
往
来
』
の
成
立
を

伝
承
ど
お
り
南
北
朝
期
と
す
る
と
、
そ
こ
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
源
氏
茶
・
系
図
茶
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は
南
北
朝
期
に
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
室
町
時
代
の
記
録
類

に
源
氏
茶
・
系
図
茶
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
。 

先
に
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
木
札
で
、
闘
茶
と
聞
香
の
両
方
に
使
用
可
能
な

源
氏
物
語
の
巻
名
が
記
さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
た
。
そ
の
札
も
、
源
氏
物
語
の
巻
名

は
回
答
者
を
区
別
す
る
た
め
の
仮
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
名
で
は
な
く
、
回
答
そ

の
も
の
を
巻
名
で
行
う
源
氏
香
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

源
氏
物
語
を
引
用
し
な
が
ら
も
源
氏
香
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

『
遊
学
往
来
』
と
同
時
期
の
成
立
と
さ
れ
て
き
た
『
異
制
庭
訓
往
来
』
が
紹
介
す

る
闘
茶
の
種
類
に
は
、
源
氏
茶
と
系
図
茶
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
『
遊
学
往

来
』
の
最
古
の
写
本
は
、
天
文
五
年(

一
五
三
六)

の
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
（
32  
）

源
氏
茶
・
系
図
茶
の
成
立
は
、
南
北
朝
期
よ
り
か
な
り
時
代
が
下
る
も
の
と
推
測
で

き
る
。 

 

『
遊
学
往
来
』
と
『
異
制
庭
訓
往
来
』
の
茶
に
関
す
る
部
分
を
比
較
す
る
と
、

『
遊
学
往
来
』
は
『
異
制
庭
訓
往
来
』
を
下
敷
き
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
異
制
庭

訓
往
来
』
の
構
成
や
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
お
り
、
仏
教
思
想
を
語
る
部
分
を
付
加

し
て
分
量
を
増
や
し
、
茶
に
つ
い
て
は
一
部
改
変
・
付
加
し
た
だ
け
に
見
受
け
ら

れ
る
。 

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、
『
遊
学
往
来
』
は
『
異
制
庭
訓
往
来
』
に
潤
色
し

た
だ
け
の
偽
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
異
制
庭
訓
往
来
』
と
の
違
い
を
強
調
す
べ

く
、
列
記
す
る
闘
茶
の
種
類
に
源
氏
茶
と
系
図
茶
を
追
加
し
、
十
種
茶
に
「
乱
容
」

を
、
六
色
茶
に
「
対
合
客
」
を
加
え
、
四
種
十
服
を
四
種
十
返
に
、
二
種
四
服
に
三

種
四
服
に
、
三
種
釣
茶
を
三
種
之
釣
茶
に
、
四
季
季
茶
を
四
季
と
、
小
手
先
の
改
変

を
行
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
単
純
で
粗
末
な
改
変
は
、
こ
れ
が
潤
色
で
あ
る

こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
著
者
と
さ
れ
る
玄
慧
も
、
仮
託
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

「
対
合
客
」
「
乱
容
」
は
、
闘
茶
や
茶
道
、
香
道
に
お
い
て
も
現
れ
な
い
用
語
で

あ
る
。
源
氏
茶
や
系
図
茶
の
名
が
後
世
の
写
本
作
成
時
に
、
源
氏
香
や
系
図
香
に
倣

っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
疑
わ
れ
る
。 

『
遊
学
往
来
』
が
、
『
異
制
庭
訓
往
来
』
へ
の
一
部
改
変
や
付
加
に
よ
っ
て
成
立

し
た
と
す
る
と
、
そ
の
成
立
は
、
現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
期
の
成
立
で
は
な

く
、
時
期
が
下
っ
て
の
成
立
と
考
え
た
方
が
良
か
ろ
う
。 

 
 

 
 

香
道
の
組
香
で
は
、
室
町
時
代
に
は
十
種
香
な
ど
の
基
本
的
な
組
香
し
か
見
ら
れ

ず
、
比
較
的
複
雑
な
組
香
が
多
く
創
作
さ
れ
る
の
は
、
近
世
に
至
っ
て
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。
闘
茶
に
お
い
て
も
、
南
北
朝
期
に
確
実
に
成
立
し
て
い
た
と
言
え
る
種
目

は
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
が
示
す
本
非
・
都
鄙
・
新
古
の
茶
勝
負
や
十

種
茶
、
記
録
紙
が
残
る
四
季
茶
で
あ
る
。
次
の
段
階
で
存
在
を
想
定
す
べ
き
種
目
は
、

『
異
制
庭
訓
往
来
』
が
記
載
す
る
六
色
茶
・
四
種
十
服
・
二
種
四
服
・
三
種
釣
茶
で

あ
ろ
う
。 

 

（
３
）
日
本
に
お
け
る
闘
茶
の
始
期
と
終
期 

 

次
に
、
闘
茶
関
係
史
料
の
成
立
年
代
か
ら
、
闘
茶
の
流
行
期
間
を
検
討
し
た
い
。 

闘
茶
の
流
行
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
第
六
表
の
よ
う
に
諸
辞
典
の
記
述
も

揃
っ
て
い
な
い
。
残
存
資
料
の
成
立
年
代
や
、
全
国
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
札

（
闘
茶
札
か
聞
香
札
か
は
未
確
定
）
の
廃
棄
年
代
、
闘
茶
の
流
行
と
聞
香
の
流
行
の

関
係
な
ど
を
基
に
考
察
す
る
。 

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
日
本
の
闘
茶
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
半
数
が
「
宋
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か
ら
渡
来
」
と
し
た
と
す
る
。
し
か
し
中
国
と
日
本
の
闘
茶
の
間
に
は
、
構
造
的
な

違
い
が
あ
り
、
日
本
人
が
宋
の
闘
茶
の
や
り
方
を
導
入
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
宋
代
の
闘
茶
が
、
茶
そ
の
も
の
の
良
し
悪
し
を
競
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
の
闘
茶
は
、
複
数
の
茶
の
同
異
（
同
じ
も
の
か
異
な
る
も
の
か
）
を
飲
み

分
け
る
参
加
者
の
能
力
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
独
自
の
や
り
方
を
創
作
し

た
の
で
あ
る
。 

中
国
か
ら
の
渡
来
時
期
に
つ
い
て
は
、
辞
書
類
二
件
が
鎌
倉
末
期
と
す
る
が
、
そ

の
根
拠
は
明
示
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
頃
に
伝
来
し
て
い
て
も
矛
盾
は
無
い
。

『
茶
録
』
な
ど
宋
代
の
茶
書
の
内
容
が
、
室
町
時
代
の
日
本
に
流
布
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

闘
茶
の
流
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
始
ま
り
を
鎌
倉
時
代
末
期
あ
る
い
は
南
北

朝
期
と
し
、
終
期
を
室
町
時
代
中
期
あ
る
い
は
南
北
朝
時
代
と
表
現
す
る
も
の
が

多
い
。 

こ
の
一
般
的
認
識
の
根
拠
を
明
示
す
る
著
作
を
見
な
い
。
想
像
す
る
に
、
恐
ら
く

残
存
文
献
資
料
の
成
立
年
代
の
分
布
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

闘
茶
の
流
行
の
始
ま
り
を
鎌
倉
時
代
の
末
期
と
す
る
の
は
、
建
武
年
間
（
一
三
三

四
ー
三
八
）
に
「
二
条
河
原
落
書
」
が
記
さ
れ
る
時
点
で
、
既
に
闘
茶
が
大
流
行
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。 

闘
茶
関
係
史
料
の
成
立
時
期
は
第
七
表
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
末
期
あ
る
い
は

南
北
朝
期
を
中
心
と
す
る
室
町
時
代
前
期
と
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
の
史
料
が
減
少

す
る
こ
と
か
ら
、
流
行
の
終
期
が
室
町
時
代
前
半
の
終
わ
り
に
設
定
さ
れ
た
と
推

測
す
る
。 

し
か
し
、
室
町
時
代
後
期
に
実
際
に
闘
茶
を
催
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
紙
（
闘
茶

の
成
績
表
）
な
ど
の
史
料
が
、
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。 

                       

辞典名 項目名 闘茶の流行時期についての表現 出版社

角川茶道大辞典
南北朝時代から室町中期ごろまで爆発的に流行したが，書院式茶道から草庵式

茶道の創造とともにしだいに衰えていった。
角川書店

ブリタニカ国際大百科事典
鎌倉時代末期に宋からもたらされ，南北朝時代から室町時代中期にかけて，武

家，公家，僧侶間で流行した。

ブリタニカ・ジャ

パン

デジタル大辞泉 宋から渡来し、鎌倉末期から南北朝時代にかけて盛んに行われた。 小学館

百科事典マイペディア
宋代の中国から伝来し，南北朝から室町中期にかけて武家・公家・僧侶の間に

流行した。
平凡社

世界大百科事典・第二版 中国宋から渡来し，鎌倉末期から室町中期にわたって爆発的な人気をよんだ。 平凡社

大辞林・ 第三版 宋から渡来し、鎌倉末期から室町中期まで行われた。 三省堂

日本大百科全書(ニッポニカ）
鎌倉時代の末から室町時代中期の足利義教(あしかがよしのり)のころにかけて

爆発的な流行をみせた。（筒井紘一）
小学館

精選版日本国語大辞典 鎌倉末期宋より輸入され、南北朝、および室町時代に流行した。 小学館

世界大百科事典・第二版 茶道 14世紀初期には闘茶という茶の遊びが生まれた。 平凡社

闘茶

第６表 辞典における闘茶の流行時期の記述 
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例
え
ば
、
吉
川
家
本
『
元

享
釈
書
』
紙
背
と
し
て
、
延

徳
三
年
（
一
四
九
一
）
正
月

二
十
一
日
に
催
さ
れ
た
十
種

茶
の
記
録
紙
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

中
世
後
期
の
戦
国
時
代
に
入

っ
て
も
、
闘
茶
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。 

ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
、

全
国
各
地
の
室
町
時
代
後
期
の
遺
構
か
ら
、
出
土
物
と
し
て
闘
茶
か
あ
る
い
は
組
香

に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
墨
書
木
札
が
出
土
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
中
に

闘
茶
札
が
あ
れ
ば
、
室
町
後
期
に
は
地
方
に
ま
で
闘
茶
が
伝
播
し
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
と
な
る
。
闘
茶
が
室
町
時
代
後
期
に
衰
退
し
て
廃
絶
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
く
な

る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
墨
書
木
札
の
選
別
に
は
、
組
香
の
流
行
及
び
地
方
伝
播
の
状
況
を
考
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
後
期
に
は
、
闘
茶
に
替
わ
っ
て
組
香
が
流
行
し
た
と

さ
れ
る
。
確
か
に
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
日
記
類
に
「
十
種
香
」
を
催
し
た
記

事
が
散
見
す
る
。 

当
時
京
都
や
そ
の
近
郊
で
は
十
種
香
が
流
行
し
た
と
言
え
る
の
だ
が
、
果
た
し
て

実
際
に
地
方
に
ま
で
組
香
が
伝
播
し
流
行
し
え
た
か
疑
問
で
あ
る
。 

組
香
の
素
材
と
な
る
香
木
は
、
日
本
各
地
で
生
産
で
き
る
茶
と
異
な
り
、
日
本
は

お
ろ
か
朝
鮮
半
島
や
中
国
で
も
生
産
で
き
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
自
然
の

中
で
偶
然
に
生
成
さ
れ
た
も
の
を
採
取
す
る
し
か
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
輸
入

に
よ
っ
て
の
み
入
手
で
き
る
香
木
は
、
日
本
で
は
古
代
か
ら
唐
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
、

室
町
時
代
に
至
っ
て
も
希
少
で
入
手
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
入
手
に
は
、
相

応
の
権
力
や
経
済
力
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
香
木
が
必
須
と
な
る
組

香
を
催
行
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
全
国
各
地
で
可
能
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

京
都
や
鎌
倉
な
ど
の
政
治
拠
点
や
博
多
な
ど
の
国
際
貿
易
港
で
は
比
較
的
容
易
に
入

手
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
地
方
の
中
小
都
市
に
ま
で
香
木
が
流
通
し
た
と
は
考
え
難

い
。
守
護
大
名
や
戦
国
大
名
に
よ
っ
て
、
領
地
で
あ
る
地
方
へ
持
ち
込
ま
れ
て
組
香

が
嗜
ま
れ
た
可
能
性
を
考
え
ら
れ
ぬ
訳
で
は
な
い
が
、
闘
茶
を
催
す
方
が
は
る
か
に

容
易
で
あ
ろ
う
。 

以
上
、
闘
茶
流
行
が
鎌
倉
時
代
末
期
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
史
料
的
矛
盾

は
な
い
が
、
闘
茶
が
室
町
時
代
後
期
に
衰
退
し
廃
絶
し
た
と
す
る
に
は
、
問
題
が
あ

る
。
流
行
は
、
後
期
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
闘
茶
札
の
可
能

性
の
あ
る
木
札
の
出
土
地
の
分
布
か
ら
、
後
期
に
は
地
方
で
闘
茶
が
流
行
し
た
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

総
合
的
に
検
証
し
た
闘
茶
の
流
行
期
間
を
指
標
と
す
れ
ば
、
流
行
期
間
に
当
た
る

時
期
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
闘
茶
札
か
聞
香
札
か
不
明
の
木
札
に
つ
い
て
、
闘
茶
札

で
あ
る
可
能
性
が
増
す
。
前
節
で
挙
げ
た
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
Ｂ
の
札
や
、
他

の
全
国
の
出
土
木
札
が
、
闘
茶
札
あ
る
い
は
聞
香
札
の
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
を
選
別

す
る
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

   

史料名 成立年代あるいは残存年代

喫茶往来 室町時代初期成立

師守記
残存期間：暦応二年（1339）から

貞治七年（1368）

異制庭訓往来
南北朝期の延文～応安年間（1356

～75）に成立

遊学往来

南北朝期成立とされるが，先に考

察したように成立時期の下がるこ

とが想定される。

第７表 闘茶関係史料の成立時期 
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三 

ま
と
め 

 

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
が
、
闘
茶
の
ど
の
よ
う
な
種
目
に
お
い
て
如
何

に
使
用
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
闘
茶
札
と
聞
香
札
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
を
き
っ
か
け
と
し
て
考
察
を
始
め
た
。 

ま
ず
、
全
国
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
闘
茶
札
あ
る
い
は
聞
香
札
と
さ
れ
る
も
の
を

紹
介
し
、
そ
れ
ら
が
闘
茶
札
と
聞
香
札
の
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。 

 

次
に
、
闘
茶
関
連
の
文
献
資
料
を
、
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
再
解
釈
し
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
称
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
闘
茶
の
具
体
的
な
内
容
を
考
察

し
た
。 

文
献
資
料
に
は
軍
記
物
・
往
来
物
・
日
記
・
記
録
・
記
録
紙
（
闘
茶
の
成
績
表
）

な
ど
が
あ
る
が
，
紙
面
が
限
ら
れ
る
本
稿
で
は
、
『
花
園
天
皇
宸
記
』
、
「
二
条
河

原
落
書
」
、
『
太
平
記
』
、
『
師
守
記
』
の
検
討
に
留
め
た
。 

闘
茶
の
初
見
と
し
て
は
、
『
花
園
天
皇
宸
記
』
に
現
れ
る
「
飲
茶
勝
負
」
が
挙
げ

ら
れ
、
懸
物
を
伴
っ
た
賭
博
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

「
二
条
河
原
落
書
」
が
記
す
「
鎌
倉
釣
」
の
「
茶
香
十
炷
」
は
、
「
茶
香
十
炷
」

が
組
香
の
「
十
炷
香
」
と
闘
茶
の
「
十
種
茶
」
を
指
し
、
「
鎌
倉
釣
」
は
、
そ
の
十

炷
香
や
十
種
茶
が
鎌
倉
風
・
武
家
風
の
方
式
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

物
語
で
あ
る
『
太
平
記
』
の
内
容
を
史
実
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
南
北
朝

期
の
闘
茶
の
雰
囲
気
を
窺
う
に
は
有
用
で
あ
る
。
闘
茶
の
場
面
を
繰
り
返
し
描
い
た

『
太
平
記
』
の
著
者
は
，
唐
物
で
飾
り
た
て
ら
れ
た
茶
室
に
贅
沢
な
懸
物
が
用
意
さ

れ
て
行
わ
れ
る
闘
茶
に
、
い
わ
ゆ
る
バ
サ
ラ
（
婆
佐
羅
）
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

『
師
守
記
』
に
は
、
懸
物
を
伴
っ
た
「
十
種
本
非
」
や
「
十
服
茶
」
が
見
ら
れ
た
。 

ま
た
、
関
係
史
料
か
ら
闘
茶
種
目
の
種
類
を
探
っ
た
。
南
北
朝
期
に
確
実
に
成
立

し
て
い
た
と
言
え
る
種
目
は
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
闘
茶
札
が
示
す
本
非
・
都

鄙
・
新
古
の
茶
勝
負
や
十
種
茶
、
そ
し
て
記
録
紙
が
残
る
四
季
茶
で
あ
る
。
次
の
段

階
で
存
在
を
想
定
す
べ
き
種
目
は
、
『
異
制
庭
訓
往
来
』
が
名
称
を
記
載
す
る
六
色

茶
・
四
種
十
服
・
二
種
四
服
・
三
種
釣
茶
で
あ
る
。
『
遊
学
往
来
』
は
、
『
異
制
庭

訓
往
来
』
へ
の
一
部
改
変
や
付
加
に
よ
っ
て
後
世
に
成
立
し
た
偽
書
で
あ
る
こ
と
が

疑
わ
れ
る
の
で
、
『
遊
学
往
来
』
が
掲
載
す
る
種
目
名
は
架
空
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
も
指
摘
し
た
。 

最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
闘
茶
の
流
行
時
期
を
検
討
し
た
。 

鎌
倉
末
期
に
、
中
国
宋
代
の
闘
茶
が
日
本
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
『
茶
録
』

な
ど
宋
代
の
茶
書
の
内
容
が
室
町
時
代
の
日
本
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な

こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
の
知
識
人
が
、
宋
に
お
け
る
闘
茶
の
存
在
を
認
識
し
て
い

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
茶
そ
の
も
の
の
良
し
悪
し
を
競
う
中
国
の
闘
茶

と
、
参
加
者
の
茶
の
味
を
飲
み
分
け
る
能
力
を
競
う
日
本
の
闘
茶
は
構
造
的
に
異
な

っ
て
お
り
、
日
本
人
は
中
国
の
闘
茶
そ
の
も
の
は
導
入
せ
ず
、
独
自
の
や
り
方
を
創

作
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。 

闘
茶
の
流
行
の
始
ま
り
は
、
現
時
点
に
お
い
て
鎌
倉
時
代
末
期
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
残
存
す
る
闘
茶
に
関
連
す
る
文
献
資
料
の
成
立
年
代
を
み
る
と
、
鎌
倉

時
代
に
遡
る
も
の
は
少
な
く
、
室
町
時
代
前
半
の
も
の
が
多
い
。
『
花
園
天
皇
宸
記
』

正
慶
元
年
六
月
五
日
条
や
「
二
条
河
原
落
書
」(

建
武
年
間
〔
一
三
三
四
ー
三
八
〕)

が
記
さ
れ
た
時
点
で
、
既
に
闘
茶
が
大
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
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闘
茶
流
行
が
鎌
倉
時
代
末
期
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
闘
茶
は
室
町
時
代
後
期
に
衰
退
し
て
廃
絶
し
た
の
で
は
な
く
、
前
期
か

ら
の
流
行
が
後
期
に
ま
で
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
室
町
時
代
後
期
に
闘
茶
を

実
施
し
た
記
録
が
僅
か
な
が
ら
伝
来
す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
室
町
時
代
の
遺

構
か
ら
闘
茶
札
の
可
能
性
も
あ
る
木
札
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
各
地

で
生
産
さ
れ
た
茶
と
異
な
り
、
組
香
に
使
用
す
る
香
木
は
、
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
し

か
自
然
生
成
さ
れ
な
い
も
の
が
輸
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

地
方
に
ま
で
香
木
が
流
通
し
た
と
は
考
え
難
い
。
地
方
の
中
小
都
市
で
行
わ
れ
た
の

は
、
闘
茶
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

廃
絶
時
期
つ
い
て
は
、
概
説
が
「
桃
山
時
代
に
は
カ
ブ
キ
茶
と
し
て
形
骸
化
し
て
残

っ
て
い
た
が
、
千
宗
旦
に
よ
っ
て
遊
芸
に
す
ぎ
る
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」（
33  
）

と
し
て
近
世
初
期
の
廃
絶
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
立
証
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

史
料
的
検
証
を
課
題
と
し
た
い
。 

今
後
，
本
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
闘
茶
関
連
の
文
献
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
闘
茶
の
解
明
に
寄
与
し
た
い
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
注
】 

１ 

神
津
朝
夫
「
闘
茶
の
方
法
と
そ
の
発
展
」
研
究
紀
要(

17)

、
野
村
美
術
館
二
〇
〇
八 

神
津
朝
夫
氏
は
、
闘
茶
が
千
利
休
時
代
に
「
茶
カ
ブ
キ
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
千
家
流
の
「
七
事
式
」
の
「
茶
カ
ブ
キ
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
、
断

絶
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
七
事
式
」
の
「
茶
カ
ブ
キ
」
の
内
容
は
、
中
世
の
闘

茶
と
は
か
な
り
相
違
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
数
多
く
伝
わ
る
茶
道
伝
書
に
お
い
て
闘
茶

に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。 

２ 

筒
井
紘
一
「
闘
茶
の
方
法
」
『
茶
道
聚
錦
』
二
、
小
学
館
一
九
八
四 

３ 

谷 

晃
「
茶
書
を
読
も
う(

２)

喫
茶
往
来-

-

闘
茶
会
の
あ
り
さ
ま
を
描
く
」
『
茶
道
雑
誌
』 

61(

９)

、
河
原
書
店
一
九
九
七 

４ 

熊
倉
功
夫
「
現
代
語
で
読
む
茶
の
湯
の
古
典(

２)

『
太
平
記
』
と
闘
茶
」
『
茶
道
雑
誌
』 

70(

２)

、
二
〇
〇
六 

５ 

筒
井
紘
一
、
熊
倉
功
夫
「
日
記
の
な
か
の
中
世
と
近
世-

９-

闘
茶 

祇
園
執
行
日
記
」 

『
日
本
美
術
工
芸
』
409
、
日
本
美
術
工
芸
社
一
九
七
二 

６ 

五
来 

重
「
元
興
寺
極
楽
坊
中
世
庶
民
信
仰
資
料
に
お
け
る
闘
茶
史
料
」
『
大
谷
学
報
』 

 

44(

２)

、
大
谷
学
会
一
九
六
四 

７ 

神
津
朝
夫
「
闘
茶
の
方
法
と
そ
の
発
展
」
『
研
究
紀
要
』(

17)

、
野
村
美
術
館
二
〇
〇
八 

８ 

村
井
康
彦
「
中
世
闘
茶
の
方
法
」
『
日
本
史
研
究
』(

33)

、
日
本
史
研
究
会
一
九
五
七 

９ 

萩
原
英
子
「
室
町
時
代
に
お
け
る
闘
茶
の
和
様
化
に
つ
い
て
」
『
藝
術
文
化
研
究
』 

(

20)

、
大
阪
芸
術
大
学
大
学
院
芸
術
文
化
研
究
科
二
〇
一
六 

10 

筒
井
紘
一
「
茶
の
湯
と
仏
教(

第
12
回)

闘
茶
に
狂
奔
す
る
僧
侶
た
ち
」
『
淡
交
』
70(

12)

、 

淡
交
社
二
〇
一
六 

11 
 

永
島
福
太
郎
「
飲
茶
の
和
風
化-

-

闘
茶
会
と
夢
窓
国
師
」
『
日
本
美
術
工
芸
』(

318)

、 

日
本
美
術
工
芸
社
一
九
六
五 

12 
 

野
地
修
正
「
闘
茶
と
会
所
」
『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』(

15)

、
一
九
五
一 

13 
 

白
川
宗
源
「
喫
茶
文
化
史
に
お
け
る
闘
茶
の
意
義-

-

バ
サ
ラ
の
検
討
を
と
お
し
て
」 

『
鎌
倉
遺
文
研
究
』(

25)

、
二
〇
一
〇 

14 
 

宍
戸
佳
織
「
中
国
宋
代
に
お
け
る
茶
の
加
工
法
の
変
化
と
闘
茶
」
『
人
間
科
学
研
究
』 

18(

２)
、
二
〇
〇
五 

15 

「
水
の
文
化
楽
習
実
践
取
材(

９)

群
馬
県
中
之
条
町 

闘
茶
の
神
事
を
伝
え
る
お
茶
講
保 
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存
会 

『
遊
ぶ
お
茶
』
は
現
代
の
『
講
』
」
『
水
の
文
化
』(

1
6
)

、
二
〇
〇
四 

16 
 

志
田
原
重
人
「
い
わ
ゆ
る
闘
茶
の
風
習
に
つ
い
て
」
『
草
戸
千
軒
』
No.
一
三
三
、一
九
八
四 

17 
 

下
津
間
康
夫
「
闘
茶
札
と
そ
の
背
景
」
『
草
戸
千
軒
』
No.
一
八
一
、一
九
八
八 

18 
 

下
津
間
康
夫
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
四
十
三
次
調
査
区
出
土
の
聞
香
札
に
つ
い
て
」
草 

戸
千
軒
』
No.
一
九
七
、
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
一
九
八
九 

19 
 

石
橋
健
太
郎
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
聞
香
札
・
闘
茶
札
に
つ
い
て
」
『
広
島
県
立 

歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
２
号
一
九
九
四 

20 
 

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
草
戸
木
簡
集
成
』
三
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
二
〇
〇
四 

21 
 

「
建
武
年
間
記
」
『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
雑
部
、
八
木
書
店
二
〇
一
三 

22 
 

神
津
朝
夫
氏
は
、
「
茶
香
十
炷
」
は
「
茶
講
十
炷
」
の
こ
と
で
あ
り
、
十
種
茶
と
十
炷 

香
の
両
方
を
指
す
の
で
は
な
く
十
種
茶
の
こ
と
だ
け
を
指
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
「
お 

茶
講
」
は
寛
政
年
間
の
記
録
に
は
「
御
茶
香
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
「
茶
香
十
種
」
な
ら 

ば
闘
茶
会
だ
け
を
さ
す
名
称
と
み
て
い
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
説
明
す
る
。
し
か
し
南 

北
朝
期
に
香
木
を
炷
く
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
十
種
茶
と
同
形
式
で
香
を
素
材 

と
す
る
十
炷
香
が
行
わ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
種
」
の
字
を
用
い
ず
特
に 

「
炷
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
香
を
炷
く
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か 

ら
、
「
十
炷
香
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 

23 
 

『
新
編 

史
料
日
本
史
』
東
京
法
令
出
版
二
〇
二
〇 

24 
 

兵
藤
裕
巳
『
太
平
記
〈
よ
み
〉
の
可
能
性
』
講
談
社
二
〇
〇
五 

25 
 

後
藤
丹
治
・
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
三
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
一
九 

六
二 

 

二
五
二
ペ
ー
ジ 

26 
 

後
藤
丹
治
・
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
三
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
一
九 

六
二 

 

三
七
五
ペ
ー
ジ 

27 
 

筒
井
紘
一
に
よ
る
「
茶
か
ぶ
き
」
の
解
説
，
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
一
九
八
四 

28 
 

茶
道
で
は
、
七
か
所
に
台
子
を
置
い
て
茶
器
を
飾
る
こ
と
を
い
う
。
『
昆
陽
漫
録
・
六
』 

に
「
さ
て
七
所
を
粧
る
は
、
石
州
流
の
真
の
台
子
の
七
所
飾
の
こ
と
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。 

29 
 

後
藤
丹
治
・
岡
見
正
雄
校
注 

『
太
平
記
』
三
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
一
九 

六
二 

四
四
四
ペ
ー
ジ 

30 
 

蔡
襄
『
茶
録
』
の
中
の
「
論
茶
」 

布
目
潮
渢
・
中
村
喬
編
訳
『
中
国
の
茶
書
』
平
凡
社 

一
九
七
六
初
版
所
収 

31 
 

布
目
潮
渢
『
中
国
喫
茶
文
化
史
』
岩
波
書
店
一
九
九
五
、
五
五
ペ
ー
ジ 

32 

「
往
来
本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
（
尊
円
新
版
）
『
続
庭
訓
往
来
』
（
三
次
市
立
図 

書
館
蔵
）
の
小
泉
吉
永
氏
に
よ
る
解
題
参
照
） 

33 
 

林
屋
辰
三
郎
他
編
『
角
川
茶
道
大
辞
典
』
角
川
書
店
一
九
九
〇
、
九
八
七
ペ
ー
ジ
、 

「
闘
茶
」
の
項 
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